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第1章：バージョン12.5および12.5.1のPro Tools | 
SoftwareとPro Tools | HD Softwareの新機能

バージョン12.5および12.5.1のPro Tools® Software
とPro Tools | HD Software では、Mac OS X と
Windowsの対応バージョン向け新機能が追加され、
一部の機能が改善されています。

Pro Tools 12.5の新機能と改善点

Pro Tools Cloud

Pro Toolsには、Avidマスター・アカウントに関連付
けられている一定量のクラウド・ストレージが付属し
ています。

Pro Toolsプロジェクト

Pro Tools 12.5には、Pro Toolsのプロジェクトを使
用するクラウド・コラボレーション機能が導入されて
います。「プロジェクト」と呼ばれる新しいセッション・
タイプを作成できるようになりました。プロジェクトは、
クラウドに対応したセッションです。プロジェクトは、
Avidマスター・アカウントに関連付けられたAvidク
ラウド・アカウントに保存されます。プロジェクトを
使用すると、他のPro Toolsユーザーをプロジェクト
に招待し、トラックごとにコラボレーションを行うこ
とができます。同様に、他のPro Toolsユーザーから
プロジェクトへの招待を受けて、コラボレーションを
行うこともできます。

アーティスト・チャット

アーティスト・チャット機能を使用すると、他のPro
Toolsユーザーを検索してプロジェクトに招待し、コラ
ボレーションを行うことができます（他のユーザーか
らプロジェクトへの招待を受けることもできます）。コラ
ボレーション・プロセスの実行中は、テキスト・チャッ
ト機能を使用して他のユーザーとコミュニケーション
をとることができます。

トラックベースのコラボレーション

Pro Toolsでは、プロジェクトをクラウドにアップロー
ドし、同じプロジェクト上で他のユーザーとトラック
ごとにコラボレーションを行うことができます。

その他

Pro Tools 12.5には、以下に示す機能と改善点も導入
されています。

• QuickTime Bounceを使用したタイムコードのエク
スポート機能

•［再生サーバーに送信］（Send to Playback）オプショ
ンでXDCAM MXFメディアを使用するためのPro
Tools Avid Interplayの拡張

• Pro Tools 12.5には、更新されたAVE（Avid Video
Engine）も付属しています。AVEは、一般的なコー
ドベースの更新機能です。そのため、このバージョ
ンのAVEに新機能が導入されているわけではあり
ませんが、全体的な安定性が向上しています。
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Pro Tools 12.5.1の新機能と改善点
• ダッシュボードを使用したプロジェクト・コラボ
レーションの招待機能

• チャット・ウィンドウでプロジェクトを開く機能

システムの必要条件と互換性情報

Avidは、動作確認が行われたハードウェアとソフト
ウェアに対してのみ互換性を保証し、サポートを提供
します。

システムの完全な必要条件と推奨コンピュータ、オペ
レーティング・システム、ハード・ドライブ、サード
パーティ機器については以下をご覧ください。

www.avid.com/compatibility

Pro Toolsのマニュアルで使用される
表記法

Pro Toolsのマニュアルでは、メニューの選択、キー
ボード・コマンド、マウス・コマンドを以下の表記法
に従って示します。
：

画面に表示される［コマンド］（Commands）、［オプ
ション］（Options）、［設定］（Settings）の名前はそれ
ぞれフォントが異なります。

重要な情報については、以下の記号が使用されてい
ます。

表記法 アクション

［ファイル］（File）>
［保存］（Save）

［ファイル］（File）メニューから
［保存］（Save）を選択します。

Control+N Controlキーを押したまま、Nキー
を押します。

Control-クリック Controlキーを押したまま、マウ
スボタンをクリックします。

右クリック 右側のマウスボタンをクリックし
ます。

システムを最大限に活用する上で役立つヒント
です。

データやシステムのパフォーマンスに影響する
重要な注意を記載しています。

コンピューターのキーボードやマウスで使用で
きる便利なショートカットを紹介しています。

このマニュアルとその他のAvidマニュアルの
セクションの関連セクションを示すクロスリ
ファレンスです。

http://www.avid.com/compatibility
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第2章：Pro Tools Cloud

Pro Toolsを契約すると、標準サポートを受けることがで
きるだけでなく、Avidマスター・アカウントに付属する一
定量のクラウド・ストレージも使用することができます。

Pro Tools 12.5の永続ライセンスを購入すると（または、
Pro Tools 12.5の永続ライセンスにアップグレードす
ると）、バージョン12.5のソフトウェアを無期限で使用
することができますが、標準サポート契約とクラウド・ス
トレージについては有効期限が設定されています。

製品を契約した場合も永続ライセンスを購入した場合も、
追加のストレージやサポート契約オプションをいつでも
購入することができます。

詳細については、以下のサイトを参照してください。
http://www.avid.com/pro-tools

クラウドでのコラボレーション

Pro Toolsでは、セッションだけでなくプロジェクトも作
成することができます。プロジェクトはセッションと似
ていますが、ローカルのコンピュータで使用するのでは
なく、Avidクラウド・アカウントで使用する点が異なり
ます。Avidマスター・アカウントを使用すると、バー
ジョン12.5以降の認証済みPro Toolsがインストールさ
れているオンライン状態のすべてのコンピュータから、
プロジェクトとそれに関連するメディアにアクセスする
ことができます。また、バージョン12.5以降のPro Tools
を使用している世界中のAvid Artist Communityの
ユーザーと、個別のトラック単位でコラボレーションを
行うことができます（クラウドにアクセスできる環境が
必要です）。

プロジェクトを使用すると、以下のことが可能になります：

• 自分専用のストレージ・スペースにセッションをポス
トする

• オンラインとオフラインを切り替えて作業を行う（ただ
し、初めてプロジェクトを作成する場合は、オンライ
ン状態でサインインする必要があります）

• 他のユーザーをプロジェクトに招待してコラボレー
ションを行う

• Pro Toolsで直接テキスト・チャットを使用して他の
参加者とコミュニケーションをとる

• Avidマーケットプレイスでつながりを広げる

Avidマスター・アカウント
Avidマスター・アカウントを使用すると、すべてのユー
ザー・アカウントと認証情報に簡単にアクセスすること
ができます。Avidマスター・アカウントに登録するには、
Avid.comにアクセスして［サインイン］（Sign In）をク
リックします。

［Avidマスター・アカウントを作成する］（Create Avid
Master Account）の下で、必須フィールドに情報を入力
します。

マスター・アカウントは、複数のセクションに分かれて
います。Avidサポート・センター、ダウンロード・セン
ター、Avidコミュニティは、それぞれリンクされている
必要があります。すでにアカウントを持っている場合は、
［このアカウントをリンク］（Link this account）を選択
します。［アカウントの作成］（Create Account）を選択
した場合は、必須フィールドに情報を入力して［送信］
（Submit）をクリックします。

ポータル・アカウントがすでに作成されていて、マスター・
アカウントを作成したときと同じEメール・アドレスを使
用している場合は、ポータル・アカウントとケース履歴が
すでにリンクされているため、［マイ・アカウントにアク
セス］（Access my account）ボタンが画面に表示されます。
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Avidマスター・アカウントに各種アカウント
をリンクする

以下のアカウントをマスター・アカウントにリンクする
ことができます。

• account.avid.com（「MyDigi」アカウントを持ってい
る場合は、このアカウントがすでに登録されています）

• Avid Store（shop.avid.com）
• ダウンロード・センター（esd.avid.com）
• Avidビデオ・コミュニティ（community.avid.com）
• サービスおよびカスタマー・サポート・ポータル
（http://www.avid.com/learn-and-support/contact-
support）

これらのアカウントをマスター・アカウントにリンクす
ると、アカウントのログイン情報を一度入力するだけで、
すべてのアカウントにアクセスできるようになります。

ユーザー名とパスワードの変更

Avidマスター・アカウントにログインしてページ右上の
［マイ・アカウント］（My Account）を選択すると、ログ
インの認証情報を変更することができます。必要な情報
を入力したら、現在のユーザー名またはパスワードの横
にある［変更］（change）リンクをクリックして、認証
情報を変更します。

Eメール・アドレスの変更

Avidマスター・アカウントにリンクされているEメー
ル・アドレスを変更するには、以下のサイトにある
フォームに必要な情報を入力して、変更要求を送信して
ください。

avid.force.com/Support/RegistrationCaseCreation
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第3章：Pro Toolsのプロジェクト

Pro Toolsのプロジェクト
Pro Toolsのプロジェクトは、オンライン・セッションに
似ています。プロジェクトを使用すると、オンライン状
態の任意のシステムからセッションにアクセスすることが
できます。また、プロジェクトを使用して、他のユーザー
とリモートでコラボレーションを行うこともできます。
Pro Toolsは、ローカルのプロジェクトとそれに関連する
メディアを、オンライン・アカウントに自動的に同期し
ます。

初めてプロジェクトを作成する場合はオンライン状態に
なっている必要がありますが、その後は、サインインした
ままオフライン状態で作業を行うことができます。オフラ
イン状態からオンライン状態に戻ると、Pro ToolsとAvid
アプリケーション・マネージャーにより、ローカル・プロ
ジェクトとオンライン・アカウントが同期されます。この
同期プロセスはバックグラウンドで実行され、Pro Tools
のタスク・マネージャー（［ウィンドウ］（Window）>
［タスクマネージャ］（Task Manager）を選択）でモニ
ターすることができます。

プロジェクトのデータとメディアはバンドルされてローカ
ルのストレージにキャッシュされますが、ファイル・シス
テム内を移動してプロジェクトを開くことはできません。
プロジェクトにアクセスするには、Pro Toolsのダッシュ
ボードを使用する必要があります。ダッシュボード上では、
プロジェクトとセッションはプロジェクト・アイコンで
区別されます。

［コピーを保存］（Save Copy In）コマンドを使用すると、
セッションをプロジェクトとして保存することができ
ます。この操作により、既存のセッションがクラウド・
コラボレーション用のプロジェクトとして保存されます。
同様に、プロジェクトをセッションとして保存することも
できます。完了したプロジェクトをアーカイブする際に、
プロジェクトをセッションとして保存することをお勧め
します。こうすることにより、Avidクラウド・アカウン
トのストレージ領域を解放することができます。

共有プロジェクトと所有権

プロジェクトを作成したユーザーが、そのプロジェクトの
所有者になります。プロジェクトにポストされたメディ
アは、そのメディアをポストしたのがプロジェクトの所
有者であるか参加者であるかにかかわらず、すべてプロ
ジェクト所有者のストレージ割り当て量としてカウント
されます。ポストされたメディアが参加者のストレージ
割り当て量としてカウントされることはありません。

ダッシュボード上のプロジェクト・アイコンにカーソル
を置くと、そのプロジェクトの名前と所有者を示すツー
ルチップが表示されます。

メタデータ・インスペクター（［ウィンドウ］（Window）>
［メタデータインスペクター］（Metadata Inspector）を選
択）で、プロジェクトの所有者を確認することもできます。

プロジェクト・アイコン
プロジェクトの名前と所有者を示すツールチップ
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ローカル・キャッシュの場所の設定

プロジェクトのすべてのデータとメディアは、Avidクラ
ウド・アカウントとローカル・キャッシュの両方に保存
されます。ローカルのプロジェクト・キャッシュは、デ
フォルトでシステム・ドライブに保存されます。ただし、
Pro Toolsのパフォーマンスを最適化するには、オーディ
オの録音でシステム・ドライブを使用するのではなく、
可能であればローカル・プロジェクト・キャッシュを外
部ドライブに設定することをお勧めします。プロジェク
ト・キャッシュの保存場所は、Pro Toolsの操作初期設
定で変更することができます。

ローカルのプロジェクト・キャッシュの保存場所を設定するには：

1 ［設定］（Setup）>［初期設定］（Preferences）を選
択します。

2 ［操作］（Operation）タブをクリックします。

3 ［プロジェクト・メディア・キャッシュ］（Project Media
Cache）の［変更］（Change）ボタンをクリックします。

4 ［開く］（Open）ダイアログで、プロジェクト・メディ
ア・キャッシュを保存する場所に移動して［開く］
（Open）をクリックします。

Avidマスター・アカウントのサインイン
とサインアウト

プロジェクトの作成や起動を行うには、最初にAvidマ
スター・アカウントにサインインする必要があります。
Avidマスター・アカウントは、Pro Toolsに登録すると
きに作成します。アカウントにサインインしてプロジェ
クトの作成や起動を行うと、オンラインとオンラインの
どちらで作業を行うかを選択することができます。

Avidマスター・アカウントにサインインするには：

1 以下のいずれかを行います。

• ダッシュボード・ウィンドウで、［サインイン］（Sign In）
をクリックします。

• ダッシュボード・ウィンドウで、Command+S キー
（Macの場合）またはControl+Sキー（Windowsの
場合）を押します。

• Pro Toolsで、［ファイル］（File）>［サインイン］（Sign
In）を選択します。

2 Avidマスター・アカウントの Eメール・アドレスと
パスワードの入力画面が表示されます。

3 ［サインイン］（Sign In）をクリックします。

Avidマスター・アカウントからサインアウトするには、以下の
いずれかを行います：

 ダッシュボード・ウィンドウで、［サインアウト］（Sign
Out）をクリックします。

 ダッシュボード・ウィンドウで、Command+S キー
（Macの場合）またはControl+Sキー（Windowsの
場合）を押します。

 Pro Toolsで、［ファイル］（File）>［サインアウト］（Sign
Out）（<ユーザー名>）を選択します。

ダッシュボード・ウィンドウ

Pro Toolsを初めて起動すると、ダッシュボード・ウィ
ンドウが表示されます。ダッシュボードを使用すると、
新しいプロジェクトの作成や既存のプロジェクトの起動
をすばやく簡単に行うことができます。起動時にダッシュ
ボードを表示するかどうかは、Pro Toolsの表示初期設
定（［設定］（Settings）>［初期設定］（Preferences）>
［表示］（Display）を選択）で指定することができます。

Avidマスター・アカウントへのサインイン



第3章： Pro Toolsのプロジェクト 7

Pro Toolsを初めて起動すると、ダッシュボード・ウィン
ドウが表示されます。このダッシュボードで、以下のい
ずれかの操作を行います。

• テンプレートを使用して新しいプロジェクトを作成
する。

• 新しい空のプロジェクトを作成する。
• 最後に使用した 10 件のセッションまたはプロジェク
トを開く。

• システム内の他のセッションを開く。
• 自分が作成したプロジェクト、または現在コラボレー
ションを行っているプロジェクトを開く。

ダッシュボード・ウィンドウを起動または終了するには、以下の
いずれかを行います：

 ［ファイル］（File）>［新規］（New）を選択するか、
Command+Nキー（Macの場合）またはControl+N
キー（Windowsの場合）を押します。

 ［ファイル］（File）>［プロジェクトを開く］（Open
Project）を選択するか、Command+Option+Nキー
（Macの場合）またはControl+Alt+Nキー（Windows
の場合）を押します。

ダッシュボードのコマンド、オプション、設定

ダッシュボードには、セッションとプロジェクトの作成
や起動を行うためのオプションが用意されています。

ダッシュボードのグローバルなコマンドと設定

サインイン /サインアウト（Sign In/Out） ［サインイン /
サインアウト］（Sign In/Out）リンクは、すべてのタブ
で表示されます。Avidマスター・アカウントにサインイ
ンするには、［サインイン］（Sign In）をクリックします。
アカウントにサインインすると、自分が所有するすべて
のプロジェクトでのAvidクラウド・ストレージの使用量
がパーセンテージで表示されます。他のユーザーが所有
している共有プロジェクトにメディアをポストすると、
そのメディアの使用量は、そのプロジェクトの所有者の
クラウド・ストレージ割り得て量に対してカウントされ
ます。アカウントからサインアウトするには、［サインア
ウト］（Sign Out）をクリックします。

ディスクから開く（Open from Disk）（セッション専
用オプション） ローカル・システムに保存されているセッ
ションに移動してそのセッションを開くには、このオプ
ションをクリックします。Command+Oキー（Macの
場合）またはControl+Oキー（Windowsの場合）を押
しても、同じ操作が実行されます。

キャンセル（Cancel） プロジェクトの作成や起動を行
うことなくダッシュボード・ウィンドウを終了するには、
このオプションをクリックします。

作成（Create）/開く（Open） [作成 ]（Create）をク
リックするとダッシュボードが終了し、入力したプロ
ジェクト設定を使用して新しいプロジェクトが作成され
ます（［作成］（Create）タブのみ）。［開く］（Open）をク
リックすると、選択したプロジェクトが開きます（［最近］
（Recent）タブと［プロジェクト］（Project）タブのみ）。
Returnキー（Macの場合）またはExitキー（Windows
の場合）を押しても、プロジェクトの作成や起動を行う
ことができます。

起動時に表示（Show on Startup） このオプションを
無効にすると、Pro Toolsの起動時にダッシュボードが表
示されなくなります。Pro Toolsの起動時にもう一度ダッ
シュボードを表示させるには、［設定］（Settings）>［初期
設定］（Preferences）>［表示］（Display）を選択して
［Pro Toolsの起動時にダッシュボードウィンドウを表示］
（Show Dashboard window when Pro Tools starts）
オプションを有効にします。

ダッシュボード・ウィンドウ
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［作成］タブの設定

［作成］（Create）タブが表示されない場合は、以下のいずれか
を行います。

 ダッシュボードで［作成］（Create）タブをクリック
します。

 ダッシュボードで、Command+1キー（Macの場合）
またはControl+1キー（Windowsの場合）を押し
ます。

 ダッシュボードで、Commandキーを押しながら上下
の矢印キーを押してタブを切り替えます。

 Pro Toolsで、［ファイル］（File）>［新規作成］（Create
New）を選択するか、Command+Nキー（Macの
場合）またはControl+Nキー（Windowsの場合）を
押します。

 Pro Toolsで、［ファイル］（File）>［新規作成］（Create
New）を選択するか、Command+Nキー（Macの
場合）またはControl+Nキー（Windowsの場合）を
押します。

タイプ（Type） このオプションを使用して、プロジェク
ト（クラウド）とセッション（ローカル）のどちらのタイ
プを作成するのかを指定します。Commandキーを押し
ながら左右の矢印キーを押すか（Macの場合）、Control
キーを押しながら左右の矢印キーを押すと（Windows
の場合）、タイプを切り替えることができます。

名前（Name） プロジェクトの名前を入力します。

テンプレートから作成（Create from Template） テン
プレートを使用してプロジェクトを作成する場合は、この
オプションを有効にします。

テンプレートグループ（Template Group） 確認した
いテンプレート・グループを選択します。Optionキーを
押しながら上下の矢印キーを押すか（Macの場合）、Alt
キーを押しながら上下の矢印キーを押すと（Windows
の場合）、使用可能なテンプレート・グループをスクロー
ルすることができます。

ファイル・タイプ（File Type） プロジェクトのファイル・
タイプ（WAVまたはAIFF）を設定します。Command+F
キー（Macの場合）またはControl+Fキー（Windows
の場合）を押すと、2つのファイル・タイプを切り替え
ることができます。

サンプル・レート（Sample Rate） プロジェクトのサ
ンプル・レートを設定します。Command+Rキー（Mac
の場合）またはControl+Rキー（Windowsの場合）を
押すと、画面をスクロールすることができます。

ビット・デプス（Bit Depth） プロジェクトのビット・
デプス（16ビット、24ビットｐ、または32ビットの浮
動小数点）を設定します。Command+Bキー（Macの
場合）またはControl+Bキー（Windowsの場合）を押
すと、使用可能なオプションを切り替えることができ
ます。

I/O設定（I/O Settings） プロジェクトで使用する I/O
設定を指定します。Command+Iキー（Macの場合）ま
たはControl+Iキー（Windowsの場合）を押すと、使用
可能な I/O設定のオプションを切り替えることができます。

インターリーブ（Interleaved） このオプションを有効
にすると、インターリーブ・ステレオのオーディオ・ファ
イルがプロジェクト内に作成されます。Command+G
キー（Macの場合）またはControl+Gキー（Windows
の場合）を押すと、［インターリーブ］（Interleaved）オプ
ションの有効と無効を切り替えることができます。

保存場所を選択（Prompt for Location）（セッショ
ン専用オプション） このオプションを有効にすると、
セッションの保存場所を指定するためのプロンプトが表
示されます。［保存場所を選択］（Prompt for Location）
オプションを有効にすると、［場所］（Location）オプショ
ンが自動的に無効になります。

場所（Location）（セッション専用オプション） セッショ
ンのデフォルトの保存場所を指定するには、［場所］
（Location）ボタンをクリックします。［場所］（Location）
オプションを有効にすると、［保存場所を選択］（Prompt
for Location）オプションが自動的に無効になります。

［最近］タブ

［最近］（Recent）タブを表示するには、ダッシュボード
で［最近］（Recent）タブをクリックするか、Command+2
キー（Macの場合）またはControl+2キー（Windows
の場合）を押します。［最近］（Recent）タブには、最後
に使用したセッションとプロジェクトが10件表示され
ますが、それ以外には、このタブ固有のコマンド、オプ
ション、設定は表示されません。リスト内のプロジェク
トをダブルクリックすると、そのプロジェクトが開き
ます。ログインしていない場合、最近使用したプロジェ
クトは表示されません。
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［プロジェクト］タブ

［プロジェクト］（Project）タブを表示するには、ダッシュ
ボードで［プロジェクト］（Project）タブをクリックするか、
Command+3キー（Macの場合）またはControl+3キー
（Windowsの場合）を押します。［プロジェクト］（Projects）
タブには、自分が作成してクラウドに保存したプロジェ
クト、または現在コラボレーションを行っているプロ
ジェクトがすべて表示されます。リスト内のプロジェクト
をダブルクリックすると、そのプロジェクトが開きます。
ログインしていない場合、プロジェクトは表示されません。

ダッシュボードのその他のキーボード・ショート
カット

フォーカスされているテンプレート・リスト、セッショ
ン・リスト、プロジェクト・リスト内を移動するには、
上下の矢印キーを押すか（Macの場合）、Altキーを押し
ながら上下の矢印キーを押します（Windowsの場合）。

表示されているリストの先頭の項目を選択するには
Homeキーを押し、最後の項目を選択するにはEndキー
を押します。この操作は、MacとWindowsで共通です。

フォーカスされているテンプレート・リスト、セッショ
ン・リスト、プロジェクト・リストを上方向にスクロー
ルするにはPage Upキーを押し、下方向にスクロールす
るにはPage Downキーを押します。この操作は、Mac
とWindowsで共通です。

起動時のダッシュボードの表示と非表示を切
り替える

起動時にダッシュボードを表示または非表示にするには、次のい
ずれかを行います。

 ダッシュボードで、［起動時に表示］（Show on startup）
オプションを有効（または無効）にします。

 ［設定］（Setup）>［初期設定］（Preferences）と移
動して、「初期設定を表示」ページの警告とダイアロ
グ・セクションで、［Pro Tools起動時にダッシュボー
ドウィンドウを表示］（Show Dashboard window
when Pro Tools starts）オプションを選択または選
択解除します。選択すると表示され、選択を解除する
と非表示になります。［OK］をクリックします。

テンプレートを使用して新しいセッション
を作成する

テンプレートを使用して新しいプロジェクトを作成するには：

1 ダッシュボードで［作成］（Create）タブをクリック
するか（表示されていない場合）、Command+1キー
（Macの場合）またはControl+1キー（Windowsの
場合）を押します。

2 ［タイプ］（Type）オプションで、［プロジェクト（クラ
ウド）］（Project (cloud)）または［セッション（ロー
カル）］（Session (local)）を選択します。

3 ［名前］（Name）フィールドで、プロジェクト名を入
力します。

4 ［テンプレートから作成］（Create From Template）オ
プションを有効にします。

5 ［テンプレートグループ］（Template Group）ポップアッ
プ・メニューで、使用するテンプレートのカテゴリを
選択します（［ギター］（Guitar）や［ソングライター］
（Songwriter）など）。

6 右側のリストで、使用するテンプレートを選択します。

［テンプレートから作成］（Create From Template）オプショ
ンが有効になっている状態のダッシュボード
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7 いずれかのプロジェクト・パラメーターを変更する場
合は、以下のいずれかを行います。

•［オーディオファイルタイプ］（Audio File Type）（WAV
またはAIF）を選択します。

•［ビットデプス］（Bit Depth）（16 ビット、24 ビット、
または32ビットの浮動小数点数）を選択します。

•［サンプルレート］（Sample Rate）を選択します。

• インターリーブ・マルチチャンネル・オーディオ・ファ
イルを作成するには、［インターリーブ］（Interleaved）
を有効にします。

• セッションの場合のみ：［保存場所を選択］（Prompt for
location）オプションまたは［場所］（Location）オプ
ションを選択します。［場所］（Location）オプション
を選択すると、［場所］（Location）ボタンをクリック
して、セッションを保存するデフォルトの場所を指定
できます。

8 ［作成］（Create）をクリックします。

9 セッションの場合のみ：保存ダイアログで、セッショ
ンを保存する場所を選択して［保存］（Save）をク
リックします。

新しい空のプロジェクトを作成する

新しい空のプロジェクトを作成するには：

1 ダッシュボードで［作成］（Create）タブをクリック
するか（表示されていない場合）、Command+1キー
（Macの場合）またはControl+1キー（Windowsの
場合）を押します。

2 ［タイプ］（Type）オプションで、［プロジェクト（クラ
ウド）］（Project (cloud)）または［セッション（ロー
カル）］（Session (local)）を選択します。

3 ［名前］（Name）フィールドで、プロジェクト名を入
力します。

4 ［テンプレートから作成］（Create From Template）
オプションが選択解除されていることを確認します。

5 いずれかのプロジェクト・パラメーターを変更する場
合は、以下のいずれかを行います。

•［オーディオファイルタイプ］（Audio File Type）（WAV
またはAIF）を選択します。

•［ビットデプス］（Bit Depth）（16ビット、24ビット、
または32ビット浮動小数点数）を選択します。

•［サンプルレート］（Sample Rate）を選択します。

• プロジェクトで使用する［I/O設定］（I/O Settings）
を選択します。既存の I/O設定の中から選択するか、
新たに作成した［I/O設定］（I/O Settings）を選択し
ます。

• インターリーブ・マルチチャンネル・オーディオ・ファ
イルを作成するには、［インターリーブ］（Interleaved）
を有効にします。

• セッションの場合のみ：［保存場所を選択］（Prompt for
location）オプションまたは［場所］（Location）オプ
ションを選択します。［場所］（Location）オプション
を選択すると、［場所］（Location）ボタンをクリック
して、セッションを保存するデフォルトの場所を指定
できます。

6 ［作成］（Create）をクリックします。

7 セッションの場合のみ：保存ダイアログで、セッショ
ンを保存する場所を選択して［保存］（Save）をク
リックします。

MacとWindowsとの互換性を保つために、ファ
イル・タイプをBWF（.WAV）に設定してくだ
さい。

ダッシュボードで新しいセッションを作成
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最近使用したプロジェクトを開く

最近使用したプロジェクトを開くには：

1 ダッシュボードで［最近］（Recent）を選択するか、
Command+2キー（Macの場合）またはControl+2
キー（Windowsの場合）を押します。

2 右側のリストで、最近使用した10件のセッションまた
はプロジェクトのいずれかを選択します。サインイン
していないと、リストにプロジェクトは表示されない
ことに注意してください。

3 ［開く］（Open）をクリックします。

プラグインを非アクティブにしてプロジェ
クトを開く

Pro Toolsでは、すべてのプラグインを非アクティブな状
態にしてプロジェクトを開くことができます。多数のプ
ラグインを使用するプロジェクトを開く場合は時間がか
かることがありますが、プラグインを非アクティブにす
ることにより、プロジェクトをすばやく開いて内容を確
認し、プラグインを使用しないオーディオの再生をすば
やく行うことができます。プラグインをアクティブな状
態にしてプロジェクトを開き直す場合も、簡単に実行す
ることができます。

すべてのプラグインを非アクティブにしてPro Toolsのプロ
ジェクトを開くには：

1 Pro Toolsで、［ファイル］（File）>［プロジェクトを開く］
（Open Project）を選択します。

2 ダッシュボードのプロジェクト・リストで、目的のプ
ロジェクトを選択します。

3 Shiftキーを押しながら［開く］（Open）をクリックし
ます。

すべてのプラグインをアクティブにしてプロジェクトを開き直
すには、以下のいずれかを行います：

 ［ファイル］（File）>［前回保存した状態に戻す］（Revert
To Saved）を選択します（セッションの場合のみ）。

 ［ファイル］（File）>［最近のセッションを開く］（Open
Recent）を選択し、サブメニューで一番新しいプロ
ジェクトを選択します。

Pro Toolsを初めて起動した場合（または、［ファ
イル］（File）>［最近のセッションを開く］（Open
Recent）>［クリア］（Clear）を選択して［最近
のセッション］（Recent Sessions）リストをクリ
アした場合）、［最近のセッションを開く］（Open
Recent）オプションは選択できません。

最近使用したセッション /プロジェクトのリストが表示された
ダッシュボード

Command+Shift+Oキー（Macの場合）または
Control+Shift+Oキー（Windowsの場合）を押
すと一、番新しいプロジェクトが開きます。

すべてのプラグインをアクティブにしてセッショ
ンを開く代わりに、Command+Controlキーを押
しながらプラグインをクリックするか（Macの場
合）、Control+Startキーを押しながらプラグイン
をクリックして（Windowsの場合）、プラグイン
を個別にアクティブにすることもできます。行全
体のプラグインをアクティブにするには、その行
のいずれかのプラグインをCommand+Option+
Controlキーを押しながらクリックするか（Mac
の場合）、Control+Alt+Startキーを押しながらク
リックします（Windowsの場合）。
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セッション・データのインポート

［セッションデータをインポート］（Import Session Data）
コマンドまたはドラッグ＆ドロップ操作を使用して、別の
Pro Toolsセッションから現在のPro Toolsプロジェク
トにデータをインポートしてメディアをコピーすること
ができます。トラックをインポートしたり、インポート
するセッション・データ（オートメーションやルーティ
ングなど）を選択することもできます。また、メイン・
プレイリストのオプションをインポートして、既存のオ
プションを置き換えたり、既存のトラックに要素を重ね
ることもできます。

トラックやトラックの属性をプロジェクトにインポートする
には：

1 新しいプロジェクトを作成して開くか、既存のプロ
ジェクトを開きます。

2 以下のいずれかを行います。

•［ファイル］（File）>［インポート］（Import）>［セッ
ションデータ］（Session Data）を選択し、データを
インポートするセッションを選択して［開く］（Open）
をクリックします。

• ワークスペース・ブラウザ、Windows Explorer、また
はMac Finderから、編集ウィンドウの空いている場
所かトラック・リストに、インポートするトラックや
属性のあるセッション・ファイルをドラッグします。

3 セッションの［フェーダーゲイン］（Fader Gain）設定
がプロジェクトの設定と異なる場合は、［セッション
データをインポート］（Import Session Data）ダイ
アログが表示される前に、フェーダー・ゲインを変更
するかどうかを確認するプロンプトが表示されます。

4 ［ソース］（Source）セクションで、各トラック名の
右にあるポップアップメニューをクリックすること
によってインポートするトラックを選択し、［新規ト
ラック］（New Track）を選択します。

5 選択したトラックごとに、新規のトラックとしてイン
ポートするか、または既存のトラックへインポートす
るかをポップアップメニューで選択できます。［トラッ
クを一致］（Match Tracks）をクリックすると、同じ
名前のインポート元トラックとインポート先トラッ
クを自動的に一致させます。

6 ［インポートするトラックデータ］ポップアップメニュー
からインポートするトラックのデータを選択します。

7 ［メインプレイリストオプション］（Main Playlist
Options）から、ソース・トラックのインポート方法
を選択します。

8 場合によっては、［オーディオメディアオプション］と
［ビデオメディアオプション］のポップアップメニュー
から、メディア・ファイルのインポート方法を選択し
ます。

9 インポートしたデータの［タイムコードマッピング］
（Time Code Mapping）オプションを選択します。

10 プロジェクトのサンプル・レートが異なる場合は、
［ソースのサンプルレート］（Source Sample Rate）
ポップアップ・メニューでソース・セッションのサン
プル・レートを選択します。

11 ソース・セッションから拍子とテンポのマップをイン
ポートするには、［テンポ / 拍子マップ］（Import
Tempo/Meter Map）オプションを選択します。

12 ソース・セッションから調号をインポートするときは、
［調号マップ］（Import Key Signature Map）オプショ
ンを選択します。

13 ソース・セッションからマーカーとメモリーロケー
ションをインポートするには、［マーカー /メモリーロ
ケーション］（Import Marker/Memory Locations）オ
プションを選択します。

14 ウィンドウ構成をインポートするには、［ウィンドウ
構成］（Import Window Configurations）オプショ
ンを選択します。

15 Pro Tools HDでソース・セッションからマイクプリ
設定をインポートするときは、［マイクプリ設定］
（Import Mic Pre Settings）を選択します。

複数のトラックを選択するには、いずれかのト
ラックのポップアップメニューをOption-クリッ
ク（Mac）またはAlt-クリック（Windows）し、
［新規トラックとしてインポート］を選択します。

サラウンド・ミキシングに対応していない Pro
Toolsシステムの場合は、ソーストラック・リス
トにサラウンド・トラックは表示されません。

プロジェクト・バンドル以外の場所に保存されて
いる、ローカル・システム上のメディア・ファイ
ルに、プロジェクトをリンクすることができます。
その場合、リンクされたメディアはクラウドに同
期されたままになりますが、ローカルのプロジェク
ト・メディア・キャッシュにはコピーされません。
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16 完了したら［OK］をクリックします。
17 メディアをコピーまたはコンソリデートするときは、
メディア・ファイルを保存する場所を選択します。

ドラッグ＆ドロップ操作によるセッションの
インポート

セッション・ファイルを現在のプロジェクトにドラッグ
して、オーディオ・ファイル、ビデオ・ファイル、MIDI
ファイル、クリップ・グループ・ファイル、REXファ
イル、ACIDファイル、トラック、セッション・データ
のインポートとスポットを行うことができます。

• セッションをクリップ・リストにドラッグすると、その
セッションのすべてのクリップがインポートされます
（トラックはインポートされません）。

• Pro Toolsのトラックにセッション・ファイルをドラッ
グして、トラックをインポートすることができます。

• Pro Toolsのトラック・プレイリストにセッションを
ドラッグすると［セッションデータをインポート］
（Import Session Data）ダイアログが開き、インポー
トするトラックと属性を選択できます。インポートした
セッション・データは、プロジェクトのタイムラインに
セッションをドロップした位置から適用されます。

トラックとその他のセッション・データをドラッグ&ドロップ
してインポートするには：

1 ワークスペース・ブラウザを開きます。

2 以下のように、Pro Toolsのセッション・ファイル、
AAFシークエンス、またはOMFシークエンスを現在
のプロジェクトにドラッグします。

• 既存のトラックにドラッグし、そのトラックのデータ
を上書きします。Shiftキーを押しながらドラッグす
ると、現在のトラック・プレイリストがインポートさ
れたトラック・プレイリストに置き換わります（Shift
キーによって［セッションデータをインポート］ダイ
アログの設定が事前に決まります）。

• 編集ウィンドウの空いている場所にドラッグして、イン
ポートするセッション・データ用の新規トラックを作
成します。

•［セッションデータをインポート］（Import Session
Data）オプションを設定します。

プロジェクトの保存

プロジェクトに参加しているいずれかのユーザーが変更
内容をアップロードすると、そのプロジェクトが保存さ
れます。すべての変更内容のアップロードとダウンロー
ドが実行されるまで、ローカル・キャッシュには、ロー
カルの作業用コピーとクラウド・バージョンが個別に保
存されます（他のユーザーが編集したバージョンも個別
に保存されます）。

セッションをプロジェクトとして保存する

Pro Toolsでは、セッションのコピーをプロジェクトとし
て保存することができます。セッションをプロジェクト
として保存することにより、既存のセッションをプロ
ジェクトに変換して、オンラインでコラボレーションを
行うことができます（元のセッションは、参照用として
使用できます）。

セッションのコピーをプロジェクトとして保存する前に、
割り当てられているオンライン・ストレージの容量と使
用可能な帯域幅を確認する必要があります。たとえば、
サイズの大きなファイル内のごく一部のオーディオだけ
を参照するクリップで作業を行う場合は、それらのク
リップを統合することをお勧めします。ご使用のイン
ターネット接続の速度が非常に速いものでない限りは、
サイズの大きな参照ファイルのアップロードに時間がか
かる場合があります。サイズの小さなファイル・クリッ
プのアップロードとダウンロードは、比較的短時間で完
了します。通常は、すべての代替プレイリストを共有する
必要はなく、トラックのメイン・プレイリストを共有す
るだけで十分です。可能な限り余分なものを省いてから、
セッションをプロジェクトとして保存することをお勧め
します。こうすることにより、プロジェクトに参加して
いるすべてのユーザーの作業時間とオンライン・スト
レージ領域の節約につながります。

セッションのコピーをプロジェクトとして保存するには：

1 対象のセッションをプロジェクトとして保存するた
めの準備を行います（たとえば、余分なファイルを
セッションから削除する、サイズの大きなファイルの
一部だけを参照するクリップを統合する、などの作業
を行います）。

2 プロジェクト内で必要になるトラックだけを選択し
ます（任意）。

インポートしたトラックのソース・メディアが使用
できない場合や、対応するアウトプット・パスが現
在のプロジェクトに含まれていない場合、インポー
トしたトラックは非アクティブな状態になります。
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3 Pro Toolsで［ファイル］（File）>［サインイン］（Sign
In）を選択して、Avidマスター・アカウントにログ
インします。

4 ［ファイル］（File）>［コピーを保存］（Save Copy In）
を選択します。

5 ［コピーを保存］（Save Copy In）ダイアログで、［フォー
マット］（Format）を［プロジェクト］（Project）に設
定します。

6 セッション・パラメータに必要な値を指定します。帯域
幅とストレージ領域を節約するため、セッションを
プロジェクトとして保存する際に、サンプル・レート
とビット・デプスに低い値を指定することをお勧めし
ます。

7 コピーする項目を選択します。セッションをプロジェ
クトとして保存するたびに、すべてのオーディオ・ファ
イルが保存されますが、トラックについてはメイン・
プレイリストだけが保存されます。レンダリングされ
たエラスティック・オーディオ・ファイルについては、
コピーしないことをお勧めします。

8 ［選択したトラックのみ］（Selected Tracks Only）オプ
ションを有効にします（任意）。

9 ［OK］をクリックします。

プロジェクトをセッションとして保存する

Pro Toolsでは、プロジェクトのコピーをセッションと
して保存することができます。オンライン・プロジェク
トでの作業が完了したら、そのプロジェクトをセッショ
ンとしてローカルにアーカイブし、元のプロジェクトを
削除します。こうすることにより、Avidクラウド・アカ
ウントのクラウド・ストレージ領域を解放することがで
きます。

プロジェクトのコピーをセッションとして保存するには：

1 共有トラックに対するすべての変更を承認または却
下します。

2 ［ファイル］（File）>［コピーを保存］（Save Copy In）
を選択し、［コピーを保存］（Save Copy In）ダイアロ
グで［フォーマット］（Format）を［セッション（最新）］
（Session (Latest)）に設定します。

3 セッション・パラメータに必要な値を指定します。

4 コピーする項目を選択します。オーディオ・ファイルと
ムービー・ファイル /ビデオ・ファイルは必ずコピーさ
れることに注意してください。

5 ［OK］をクリックします。

セッションのコピーをプロジェクトとして保存

プロジェクトのコピーをセッションとして保存
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プロジェクトのメタデータ

Pro Toolsには、プロジェクト用のメタデータ・インスペ
クター・ウィンドウが用意されています。このウィンドウ
を使用すると、セッションのメタデータ（アーティスト、
コントリビューター、サンプル・レート、ビット・デプス、
場所など）の表示や編集を行うことができます。一部の
プロジェクト・メタデータは表示専用で、編集すること
はできません。たとえば、メタデータ・インスペクター
に表示されるプロジェクト所有者の情報は、表示専用
データです。メタデータは、プロジェクトとともに保存
されます。プロジェクトのメタデータは、Pro Toolsのブ
ラウザ・ウィンドウにも表示されます。

メタデータ・インスペクターを開くには：

 ［ウィンドウ］（Window）>［メタデータインスペクター］
（Metadata Inspector）の順に選択します。

メタデータ・インスペクター・ウィンドウ

メタデータ・インスペクター・ウィンドウには、プロジェ
クトに関する以下の情報が表示されます。編集可能なメ
タデータもあれば、表示専用のメタデータもあります。

プロジェクト名（Project Name） プロジェクトの名前
が表示されます。

プロジェクト所有者（Project Owner） プロジェクト
所有者の名前が表示されます。

タイトル（Title） セッションやプロジェクトとは別の名
前をタイトルとして入力します。

アーティスト（Artist(s)） セッションまたはプロジェ
クトのアーティストの名前を入力します。複数の名前を
入力することができます。

コントリビューター（Contributor(s)） セッションま
たはプロジェクトのコントリビューターの名前を入力し
ます。複数の名前を入力することができます。

サンプルレート（Sample Rate） セッションまたはプ
ロジェクトのサンプル・レートが表示されます。サンプル・
レートは、ワークスペースでも表示することができます。

ビットデプス（Bit Depth） セッションまたはプロジェ
クトのビット・デプスが表示されます。ビット・デプスは、
ワークスペースでも表示することができます。

場所（Location） セッションまたはプロジェクトがレ
コーディングされた場所を入力します。

作成日（Date Created） セッションまたはプロジェク
トの作成日時が表示されます。作成日は、ワークスペース
でも表示することができます。

修正日（Date Modified） セッションまたはプロジェ
クトの最終変更日時が表示されます。修正日は、ワークス
ペースでも表示することができます。

BPM セッションまたはプロジェクトのテンポまたはテン
ポの範囲が1分間あたりの拍数で表示されます。BPMは、
ワークスペースでテンポとして表示することもできます。

プロジェクト情報が表示されたメタデータ・インスペクター・
ウィンドウ
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プロジェクトを閉じる

Pro Toolsでは、一度に作業できるプロジェクトは1つ
だけです。［プロジェクトを閉じる］（Close Project）コマ
ンドを実行すると、作業中のPro Toolsプロジェクトは
終了しますが、Pro Toolsアプリケーションは稼働した
ままになります。プロジェクトを閉じようとすると、その
プロジェクトを保存するためのプロンプトが表示されま
すが、プロジェクトを閉じる前に、［保存］（Save）コマ
ンドまたは［名前を付けて保存］（Save As）コマンドを
使用して作業内容を保存することをお勧めします。

プロジェクトを閉じるには：

 ［ファイル］（File）>［プロジェクトを閉じる］（Close
Project）を選択します。

プロジェクト名の変更

自分が所有しているプロジェクトの名前を変更すること
ができます。ただし、ダッシュボードの［プロジェクト］
（Projects）タブで開いているプロジェクトの名前を変更
することはできません。

プロジェクト名を変更するには：

1 ダッシュボード・ウィンドウで［プロジェクト］（Pro-
jects）タブを選択して、作業中のプロジェクトを表
示します。Pro Toolsがすでに稼働している場合は、
［ファイル］（File）>［プロジェクトを開く］（Open
Project）を選択して、ダッシュボード・ウィンドウの
［プロジェクト］（Projects）タブにアクセスします。
Command+Option+Oキー（Macの場合）または
Control+Alt+Oキー（Windowsの場合）を押しても、
同じ操作を実行することができます。

2 プロジェクト・リストの右側で、名前を変更したいプロ
ジェクトのポップアップ・メニューをクリックします。

3 ［名前変更］（Rename）を選択します。
4 ダイアログが表示されたら、新しいプロジェクト名を
入力します。

5 ［OK］をクリックします。

ローカル・キャッシュの削除

現在開いていない任意のプロジェクトの［ローカルキャッ
シュをクリア］（Remove Local Cache）コマンドを使
用すると、ローカル・システムのストレージ領域を解放
することができます。ローカル・キャッシュを削除しても、
クラウドのプロジェクトに影響はありません。引き続き、
クラウドからプロジェクトを取得することができます。
オンラインのMyAvidアカウントのクラウド・ストレージ
から、いつでもプロジェクトを復元することができます。

プロジェクトのローカル・キャッシュを削除するには：

1 ダッシュボード・ウィンドウで［プロジェクト］（Pro-
jects）タブを選択して、作業中のプロジェクトを表
示します。Pro Toolsがすでに稼働している場合は、
［ファイル］（File）>［プロジェクトを開く］（Open
Project）を選択して、ダッシュボード・ウィンドウの
［プロジェクト］（Projects）タブにアクセスします。
Command+Option+Oキー（Macの場合）または
Control+Alt+Oキー（Windowsの場合）を押しても、
同じ操作を実行することができます。

2 プロジェクト・リストの右側で、ローカル・キャッ
シュを消去したいプロジェクトのポップアップ・メ
ニューをクリックします。

3 ［ローカルキャッシュをクリア］（Remove Local
Cache）を選択します。

4 プロンプトが表示されたら［削除］（Delete）をクリッ
クします。

プロジェクトの右側にクラウド・アイコンが表示される
ことに注意してください。Pro Toolsにより、プロジェ
クトのローカル・キャッシュが削除されますが、クラウ
ド上のプロジェクトに影響はありません。クラウド・ア
イコンをクリックすると、プロジェクトのメディアがダ
ウンロードされ、プロジェクトのローカル・バージョン
とオンライン・バージョンが同期されます。

ダッシュボードでプロジェクト名を変更

ダッシュボードでローカル・キャッシュを削除
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プロジェクトの削除

プロジェクトでの作業が完了して最終的なミックスをエ
クスポートしたら（または、［コピーを保存］（Save Copy
In）コマンドを使用してプロジェクトをセッションとし
てアーカイブしたら）、そのプロジェクトを削除してかま
いません。プロジェクトを削除することにより、他のユー
ザーが使用するオンライン・ストレージ領域を解放する
ことができます。必要ないプロジェクトを削除するには、
ダッシュボード・ウィンドウを使用します。

［プロジェクトを消去］（Delete Project）コマンドを使用
して削除したプロジェクトを元に戻すことはできません。
他のユーザーが所有しているプロジェクト（自分は参加
者としてコラボレーションを行っているプロジェクト）
を削除した場合、そのプロジェクトから自分自身が削除
されるだけで、プロジェクトが削除されるわけではあり
ません。プロジェクトの所有者と他の参加者は、引き続き
そのプロジェクトで作業を行うことができます。ただし、
自分が所有しているプロジェクトを削除した場合は、完
全に削除されて復元できなくなります。

プロジェクトを削除するには：

1 ダッシュボード・ウィンドウで［プロジェクト］（Pro-
jects）タブを選択して、作業中のプロジェクトを表示
します。Pro Toolsがすでに稼働している場合は、
［ファイル］（File）>［プロジェクトを開く］（Open
Project）を選択して、ダッシュボード・ウィンドウ
の［プロジェクト］（Projects）タブにアクセスします。
Command+Option+O キー（Mac の場合）または
Control+Alt+Oキー（Windowsの場合）を押しても、
同じ操作を実行することができます。

2 プロジェクト・リストの右側で、削除したいプロジェ
クトのポップアップ・メニューをクリックします。

3 ［削除］（Delete）を選択します。

Pro Toolsによってプロジェクトが削除され、使用してい
るストレージの空き容量を示すパーセンテージが更新さ
れます。

クラウドからプロジェクトを復元する

プロジェクトのローカル・キャッシュを削除しても、クラ
ウドからそのプロジェクトを復元することができます。

クラウドからプロジェクトを復元するには：

1 ダッシュボード・ウィンドウで［プロジェクト］（Pro-
jects）タブを選択して、作業中のプロジェクトを表示
します。Pro Toolsがすでに稼働している場合は、
［ファイル］（File）>［プロジェクトを開く］（Open
Project）を選択して、ダッシュボード・ウィンドウ
の［プロジェクト］（Projects）タブにアクセスします。
Command+Option+O キー（Mac の場合）または
Control+Alt+Oキー（Windowsの場合）を押しても、
同じ操作を実行することができます。

2 プロジェクト・リストの右側で、復元したいプロジェ
クトのクラウド・アイコンをクリックします。

Pro Toolsにより、選択したプロジェクトのすべてのデー
タが、クラウドからシステム上のローカル・キャッシュ
にダウンロードされます。ダウンロードの進行状況は、
プロジェクト名の右側に表示されます。

ダッシュボードでプロジェクトを削除

ダッシュボードのクラウド・アイコン

ダッシュボードのダウンロード進行状況インジケータ



Pro Toolsの新機能18

最新の自動バックアップを開く

最新の自動バックアップからプロジェクトを復元する
には、［最新の自動バックアップを開く］（Open Latest
Auto-Backup）コマンドを使用します。

プロジェクトの最新の自動バックアップを開くには：

1 ダッシュボード・ウィンドウで［プロジェクト］（Pro-
jects）タブを選択して、作業中のプロジェクトを表
示します。Pro Toolsがすでに稼働している場合は、
［ファイル］（File）>［プロジェクトを開く］（Open
Project）を選択して、ダッシュボード・ウィンドウ
の［プロジェクト］（Projects）タブにアクセスします。
Command+Option+Oキー（Macの場合）または
Control+Alt+Oキー（Windowsの場合）を押しても、
同じ操作を実行することができます。

2 プロジェクト・リストの右側で、最新の自動バック
アップを開くプロジェクトのポップアップ・メニュー
をクリックします。

3 ［最新の自動バックアップを開く］（Open Latest Auto-
Backup）を選択します。

Pro Toolsにより、プロジェクトの最新のバックアップ
が開きます。

ダッシュボードで最新の自動バックアップを開く



第4章： アーティスト・チャット・ウィンドウ 19

第4章：アーティスト・チャット・ウィンドウ

アーティスト・チャット・ウィンドウを使用して他のPro Toolsユーザーを検索し、プロジェクトに招待してコラボレー
ションを行うことができます。コラボレーション・プロセスの実行中は、テキスト・チャット機能を使用して他のユー
ザーとコミュニケーションをとります。アーティスト・チャット・ウィンドウはフローティング・ウィンドウです。

アーティスト・チャット・ウィンドウを開く（または閉じる）には：

1 Pro Toolsを起動します。

2 ダッシュボード・ウィンドウを使用するか、［ファイル］（File）>［サインイン］（Sign In）を選択して、Avidマスター・
アカウントにログインします。アーティスト・チャット・ウィンドウにアクセスするには、マスター・アカウントに
サインインする必要があります。

3 以下のいずれかを行います。

•［ウィンドウ］（Window）>［アーティスト・チャット］（Artist Chat）を選択します。

• Macの場合はCommand+Shift+=（等号）キーを押し、Windowsの場合はControl+Shift+=（等号）キーを押します。

アーティスト・チャット・ウィンドウ
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プロファイルの設定

初めてアーティスト・チャット・ウィンドウを開くと、
プロファイルの設定画面が表示されます。自分のプロ
ファイル情報を登録しておくと、他のPro Toolsユー
ザーがAvidディレクトリであなたの情報を検索できる
ようになります。

［表示名］（Display Name）フィールドは入力必須です
（この名前が他のユーザーに表示されます）。他のフィー
ルドはすべてオプションですが、入力しておくと、他の
ユーザーがAvidディレクトリであなたの情報を簡単に
検索できるようになります。プロファイルは、いつでも
編集することができます。

アーティスト・プロファイルを編集するには：

1 アーティスト・チャット・ウィンドウの右上隅にある
アバター・アイコンをクリックして［プロファイル］
（Profile）を選択します。

2 プロファイルの設定画面で、アーティスト・プロファ
イルの情報を更新します。

3 ［保存］（Save）をクリックします。

アーティスト・プロファイルの設定画面

アバター・メニューでプロファイルを選択

アーティスト・プロファイルの設定画面
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連絡先

アーティスト・チャット・ウィンドウの［連絡先］（Contacts）
タブでは、連絡先の追加や削除だけでなく、任意の連絡
先とテキスト・チャットを行うこともできます。Avid
ディレクトリで新しい連絡先を検索することも、コミュ
ニケ―ションをとりたいユーザーに直接メールを送信す
ることもできます。

連絡先の追加

連絡先を追加するには：

1 アーティスト・チャット・ウィンドウの左側の［連絡先］
（Contacts）をクリックします。

2 ［連絡先を追加］（Add Contacts）タブをクリックします。
3 検索フィールドで、ユーザーの表示名の最初の 3文字
以上を入力するか、完全なEメール・アドレスを入力
して、Returnキー（Macの場合）またはEnterキー
（Windowsの場合）を押します。

4 検索するユーザーのアーティスト・プロファイルが設
定されていれば、Avidディレクトリでそのユーザーが
見つかります。

5 ユーザーの表示名の右側にあるプラス（+）ボタンを
クリックします。

6 連絡先として追加するユーザーに対するメッセージ
を入力して［送信］（Send）をクリックします。

7 メッセージを受信した連絡先ユーザーは、連絡先として
追加されることを承認または拒否することになります。

Avidディレクトリに登録されていない連絡先を追加するには：

1 アーティスト・チャット・ウィンドウの左側の［連絡先］
（Contacts）をクリックします。

2 ［連絡先を追加］（Add Contacts）タブをクリックします。

3 連絡先として追加したいユーザーが Avid ディレクト
リ内に見つからない場合は、そのユーザーのAvidマ
スター・アカウントの完全なEメール・アドレスを入
力します。

4 ［招待を送信］（Send Invite）リンクをクリックします。

連絡先ユーザーに、連絡先として登録するための招待E
メールが送信されます。

マイ連絡先

他のユーザーを自分の連絡先として登録すると、その
ユーザーとチャットをしたり、プロジェクトに招待して
コラボレーションを行うことができるようになります。
また、他のユーザーからプロジェクトへの招待を受けて
コラボレーションを行うこともできます。連絡先を削除
することもできます。

連絡先の追加

表示名で連絡先を追加

連絡先にメッセージを送信

Eメール・アドレスで連絡先を追加
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連絡先を表示するには：

1 アーティスト・チャット・ウィンドウの左側の［連絡
先］（Contacts）をクリックします。

2 ［マイ連絡先］（My Contacts）タブが表示されます
（表示されない場合は、タブをクリックしてください）。

3 いずれかの連絡先をダブルクリックすると、その連絡
先とテキスト・チャットを行うことができます。

連絡先を削除するには：

1 アーティスト・チャット・ウィンドウの左側の［連絡
先］（Contacts）をクリックします。

2 ［マイ連絡先］（My Contacts）タブが表示されます
（表示されない場合は、タブをクリックしてください）。

3 ［マイ連絡先］（My Contacts）ペインの右上隅の［編
集］（Edit）をクリックします。［編集］（Edit）とア
イコンの色が青に変わります。

4 削除したい連絡先の右端にマウス・カーソルを移動し
ます。マイナス記号（–）が表示されます。

5 マイナス記号（-）をクリックします。

6 ［削除］（Remove）をクリックして、連絡先を削除し
ます。削除しない場合は、［キャンセル］（Cancel）を
クリックします。

通知

プロジェクトでのコラボレーションの招待メールを受信
すると、［通知］（Notifications）タブにその通知が表示
されます。コラボレーションの招待は、承認することも
拒否することもできます。

プロジェクトでのコラボレーションの招待を承認または拒否す
るには：

1 通知を受信すると、アーティスト・チャット・ウィン
ドウの［通知］（Notifications）タブの右側に数字が
表示されます。

2 アーティスト・チャット・ウィンドウの左側の［通知］
（Notifications）タブをクリックして、通知の内容を
表示します。

3 通知の内容を確認し、招待を受けるか拒否するかを判
断します。

4 招待を受ける場合は緑色のチェックマーク・ボタンを
クリックし、招待を拒否する場合は赤の［x］ボタン
をクリックします。

5 招待を承認すると、そのプロジェクトがダッシュボー
ド上の［プロジェクト］（Projects）リストで使用可能
になります。

［マイ連絡先］（My Contacts）タブ

マイ連絡先の編集

1件の通知

プロジェクトでのコラボレーションの招待通知
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プロジェクト

［プロジェクト］（Projects）タブには、現在所有している
プロジェクトとコラボレーションを行っているプロジェ
クトがすべて表示されます。［プロジェクト］（Projects）
ペインでは、コラボレーション・トランザクション・ログ
の表示と非表示を切り替えたり、選択したプロジェクトの
コラボレーション・トランザクション・ログを確認したり、
他の連絡先ユーザーをプロジェクトに招待してコラボ
レーションを行ったり、プロジェクトでコラボレーショ
ンを行っているユーザーとチャットしたりすることがで
きます。リストの先頭にプロジェクトをピン留めしたり、
プロジェクトから退出したりすることもできます。

プロジェクトに他のユーザーを招待したり、コラボレー
ションを行っているユーザーを削除したりできるのは、
そのプロジェクトの所有者だけですが、個別のメッセー
ジのやり取りや、グループ単位でのメッセージのやり取
りは、すべてのコラボレーション・ユーザーが行うこと
ができます。

アーティスト・チャット・ウィンドウでプロジェクトを表示する
には：

1 アーティスト・チャット・ウィンドウの左側の［プロ
ジェクト］（Projects）タブをクリックします。プロジェ
クト・リストが折りたたまれている場合は、リストを展
開すると、自分が所有しているプロジェクトとコラボ
レーションを行っているプロジェクトがすべて表示され
ます。プロジェクト・リストの折りたたみ表示と展開表
示を切り替えるには、［プロジェクト］（Projects）の左側
に表示されている三角形のボタンをクリックします。

2 目的のプロジェクトを選択します。

3 選択したプロジェクトのチャットが表示され、そのプ
ロジェクトに参加しているユーザーとコラボレー
ション・トランザクション・ログが表示されます。こ
のチャットで、連絡先ユーザーをプロジェクトに招待
することができます。

プロジェクト・チャットの各種コントロール

プロジェクトのチャットには、プロジェクトに参加でき
るユーザーの管理を行うためのコントロールと、プロ
ジェクトのコラボレーション・トランザクション・ログ
の表示と非表示を切り替えるためのコントロールが用意
されています。

コラボレーション・トランザクション・ログ

コラボレーション・トランザクション・ログには、プロ
ジェクトの所有者とすべての参加者が行った操作がす
べて表示されます。このログは、プロジェクトに対する
すべての変更内容をトラッキングする場合に便利です。
ただし、ログが原因でプロジェクトのチャットが見にく
くなる場合は、ログを非表示にしてかまいません。

［Quartet_Andante］プロジェクトが選択されたプロジェクト・
ビュー

［Quartet_Andante］プロジェクトが選択されたプロジェクト・
リスト

コラボレーション・

ログの表示 /非表示

連絡先ユーザーを
プロジェクトに招待

プロジェクト名

参加者の表示 /非表示

参加者用メニュー

参加者名

トランザクション・
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プロジェクトのコラボレーション・トランザクション・ログの
表示と非表示を切り替えるには：

1 プロジェクトのコラボレーション・トランザクショ
ン・ログを表示するには、コラボレーション・トラン
ザクション・ログの表示と非表示を切り替えるための
アイコンをクリックします。このアイコンが青で表示
されている場合は、ログが表示されます。

2 プロジェクトのコラボレーション・トランザクション・
ログを非表示にするには、コラボレーション・トラン
ザクション・ログの表示と非表示を切り替えるための
アイコンをクリックします。このアイコンがグレーで
表示されている場合は、ログが非表示になります。

連絡先ユーザーをコラボレーションに招待する
（プロジェクトの所有者のみ）

選択したプロジェクトでのコラボレーションに連絡先ユーザー
を招待するには：

1 ［連絡先をコラボレーションに招待］（Invite Contacts
to Collaborate）アイコンをクリックします。

2 連絡先ユーザーを検索するか、リストで1人以上の連
絡先ユーザーを選択します。

3 ［追加］（Add）をクリックします。

選択した連絡先ユーザーに、プロジェクトでのコラボ
レーションに招待されたことが通知されます。通知を受
けた連絡先ユーザーは、招待を受けることも拒否するこ
ともできます。

［Quartet_Andante］プロジェクトが選択され、コラボレー
ション・トランザクション・ログが表示されているプロジェク
ト・リスト

プロジェクトでのコラボレーションに連絡先ユーザーを招待
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プロジェクトの参加者とチャットを行う

［チャット］（Chat）フィールドを使用してチャットのテ
キストを入力すると、プロジェクトに参加しているすべて
のユーザーとコミュニケーションをとることができます。
チャットの詳細については、26ページの「チャット」を
参照してください。絵文字や楽譜の記号をチャットで使
用することもできます（詳しくは、30ページの「絵文字
と記譜のパネル」を参照してください）。

プロジェクト参加者の表示と非表示の切り替え

［共有プロジェクト］（Shared Project）アイコンの下に、
参加者の表示と非表示を切り替えるためのアイコンがあ
ります。プロジェクトの参加者リスト（コラボレーション
を行うユーザーとプロジェクト所有者のリスト）を非表示
にすると、プロジェクト・チャットのスペースが広がって
見やすくなります。すべての参加者が、メッセージをやり
取りする相手を表示することができます。ただし、参加者
を削除できるのは、プロジェクトの所有者だけです。

プロジェクトの参加者にメッセージを送信する

参加者用のメニューを使用すると、すべての参加者に
メッセージを送信することなく、特定のユーザーに対し
てのみメッセージを送信することができます。

プロジェクトから参加者を削除する
（プロジェクトの所有者のみ）

参加者のメニューを使用して、特定の参加者をプロジェ
クトから削除することができます。ただし、参加者を削
除できるのはプロジェクトの所有者だけです。

プロジェクトの通知

プロジェクトに参加しているいずれかのユーザーがその
プロジェクトを変更すると、プロジェクト・リスト内の
対象プロジェクトの右側に、変更の件数が表示されます。
変更内容を確認するには、そのプロジェクトのコラボ
レーション・トランザクション・ログを表示します。

プロジェクト・チャット

プロジェクト・チャットで参加者リストを非表示にする

特定のプロジェクト参加者にメッセージを送信

特定のプロジェクト参加者を削除

プロジェクトの変更通知
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プロジェクトからの退出

プロジェクトの所有者ではなく参加者である場合、いつで
もプロジェクトから退出することができます。たとえば、
プロジェクトでの担当作業が終了して他の作業を行う場
合などです。

プロジェクトから退出するには：

1 プロジェクト・リストで、退出したいプロジェクトを
右クリックします。

2 右クリック・メニューで［抜ける］（Leave）を選択
します。

プロジェクトから退出すると、アーティスト・チャット・
ウィンドウとダッシュボードのプロジェクト・リストか
らそのプロジェクトが削除されます。

チャット

アーティスト・チャット・ウィンドウの［チャット］（Chat）
セクションには、プロジェクト・チャットとは異なる個
別のチャットとグループ・チャットの履歴がすべて表示
されます。プロジェクト・リストの場合と同様に、アー
ティスト・チャット・ウィンドウ左側のチャット・リス
トの折りたたみ表示と展開表示を切り替えることができ
ます。特定のチャット・スレッドを折りたたむと、その
チャット・スレッドで受信したメッセージがある場合や、
そのチャット・スレッドで実行された操作がある場合に、
そのチャット・スレッド名の右側に数字が表示されます。
リスト内でそのチャット・スレッドを選択すると、すべて
のメッセージと操作がチャット・セクションに表示され、
スレッドの右側の数字が消えます。

プロジェクトから退出

チャット・ビュー

チャット・リストの

新しいチャットの開始

チャット・リスト

連絡先ユーザーを

チャットのトピック
（グループ・チャットの場合のみ）

チャットに招待

テキスト・チャット・フィールド

チャット・ペイン

絵文字と記譜の
表示パネル

チャット名

折りたたみ /展開
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アーティスト・チャット・ウィンドウでチャット・リストを表示
するには：

1 アーティスト・チャット・ウィンドウの左側の［チャッ
ト］（Chat）タブをクリックします。チャット・リス
トが折りたたまれている場合は、リストを展開する
と、自分が所有しているプロジェクトとコラボレー
ションを行っているプロジェクトがすべて表示され
ます。チャット・リストの折りたたみ表示と展開表示
を切り替えるには、［チャット］（Chat）の左側に表示
されている三角形のボタンをクリックします。

2 目的のチャット・スレッドを選択します。

3 選択したチャット・スレッドが表示され、チャットに
参加しているユーザーとコラボレーション・トランザ
クション・ログが表示されます。このチャット・ス
レッドで、連絡先ユーザーをチャットに追加したり
チャットから削除することができます。

プロジェクト・チャットの場合と同様に、コラボレーショ
ン・トランザクション・ログの表示と非表示を切り替え
ることができます。また、プロジェクト・チャットの場
合と同様に、連絡先ユーザーをチャットに招待すること
もできます。詳しくは、23ページの「プロジェクト・
チャットの各種コントロール」を参照してください。

新しいチャットの開始

新しいチャット・スレッドを開始するには、チャット・リ
ストの右側にあるプラス（+）ボタンをクリックするか、
［マイ連絡先］（My Contacts）リストでいずれかの連絡
先をダブルクリックします。

個別チャット

個別の連絡先ユーザーとチャットを行うには：

1 以下のいずれかを行います。

•［マイ連絡先］（My Contacts）リストで、チャットし
たい連絡先ユーザーをダブルクリックします。その連
絡先ユーザーがすでにチャット中の場合は、その
チャット・スレッドが表示されます。

• プラス（+）ボタンをクリックして新しいチャットを開
始し、チャット相手となる連絡先ユーザーを選択し
ます。すでにチャットが開始されている連絡先ユー
ザーの場合、［新しいチャット］（New Chat）リスト
でその連絡先ユーザーを選択することはできません。

グループ・チャットが表示されたチャット・ビュー

個別チャットが表示されたチャット・ビュー
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2 ［開始］（Start）をクリックして、選択した連絡先ユー
ザーとの新しいチャットを開始します。

3 テキスト・チャット・フィールドにメッセージを入力
し、Return キー（Mac の場合）またはEnter キー
（Windowsの場合）を押します。

4 絵文字や楽譜の記号をメッセージに挿入することも
できます（詳しくは、30ページの「絵文字と記譜の
パネル」を参照してください）。

グループ・チャット

複数の連絡先ユーザーを追加して、グループ・チャット
を作成することができます。グループ・チャット・ルー
ムにトピックを追加して、そのチャットの要点を明確に
することもできます。

グループ・チャットには、以下に示すように、個別チャッ
トにはない追加のオプションが用意されています。

• グループ・チャット名を変更するためのオプション
• グループ・チャットのトピックを設定するためのオプ
ション

• グループ・チャットで特定のユーザーと個別にメッ
セージをやり取りするためのオプション

• 連絡先として登録されていないユーザーを登録するた
めのオプション

グループ・チャットを開始するには：

1 既存のチャット・スレッドに連絡先ユーザーを追加す
るか、新しいチャット・スレッドを開始します。グルー
プ・チャット・スレッドに参加しているすべてのユー
ザーが、グループ・チャットに連絡先ユーザーを追加
することができます。

2 チャット画面の右上隅に表示されている［連絡先を
チャットに招待］（Invite Contacts to Chat）アイコ
ンをクリックします。

3 追加する連絡先ユーザーへのメッセージを入力して
［追加］（Add）ボタンをクリックします。

連絡先ユーザーに通知が送信され、グループ・チャット
にその連絡先ユーザーが追加されます。

グループ・チャットが表示されたチャット・ビュー

新しい個別チャット

連絡先ユーザーをグループ・チャットに招待
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グループ・チャット・スレッド名の変更

グループ・チャットを開始すると、チャットに参加して
いるユーザーの名前がそのグループ・チャットの名前と
して使用されます。特定の名前をグループ・チャットに
付けると、チャット・リスト内で他のグループ・チャッ
トと区別することができます。チャット名を変更できる
のは、グループ・チャットの場合だけです。

グループ・チャット名を変更するには：

1 チャット・ペイン上部のグループ・チャットのタイト
ルをダブルクリックします。

2 グループ・チャットの名前を入力して、Return キー
（Macの場合）またはEnterキー（Windowsの場合）
を押します。

グループ・チャットのトピックの設定

グループ・チャットに参加しているすべてのユーザーが、
チャット・スレッドのトピックを設定することができます。
トピックを設定することにより、グループ内での議論の
概要を示す事ができます。トピックを設定できるのは、
グループ・チャットの場合だけです。

グループ・チャットのトピックを設定するには：

1 グループ・チャット・タイトルの下にあるトピック・
フィールドをダブルクリックします。

2 グループ・チャットのトピックを入力して、Return
キー（Macの場合）またはEnterキー（Windowsの
場合）を押します。

参加者用メニュー

参加者用メニューを使用して、グループ・チャット内の
特定のユーザーに対して個別にメッセージを送信するこ
とができます。また、連絡先として登録されていないユー
ザーを登録することもできます。

グループ内の特定のユーザーに対して個別にメッセージを送信
するには：

1 個別にメッセージを送信したいユーザーの参加者用
メニューをクリックします。

2 ［メッセージ］（Message）を選択します。

3 対象のユーザーに対して個別にメッセージを送信し
ます。

個別にメッセージを送信したいユーザーがオンライン状
態になっていない場合、そのユーザーにメッセージを送
信することはできません。

グループの参加者を連絡先として追加するには：

1 連絡先として追加したいユーザーの参加者用メニュー
をクリックします。

2 ［連絡先に追加］（Add to Contacts）を選択します。

選択したユーザーが連絡先ユーザーとして追加されます。

グループ・チャット名の変更

グループ・チャットのトピックの設定

グループ・チャット内の特定のユーザーに対して個別にメッセー
ジを送信

グループ・チャットの参加者を連絡先として追加
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チャット・メッセージまたはプロジェク
ト・メッセージの編集

自分が作成したチャット・メッセージやプロジェクト・
メッセージに戻って編集することができます。

チャット・メッセージまたはプロジェクト・メッセージを編集
するには：

1 編集したいメッセージを探します。

2 対象のメッセージを右クリックし、ポップアップ・メ
ニューで［メッセージを編集］（Edit Message）を選
択します。

3 ウィンドウ下部のテキスト・チャット・フィールド内
の入力済みメッセージを編集します。

4 編集が完了したら、Returnキー（Macの場合）または
Enterキー（Windowsの場合）を押してメッセージ
を送信します。

チャットに参加しているすべてのユーザーに対して、編集
済みメッセージの右側に鉛筆アイコンが表示されるため、
編集済みメッセージを簡単に特定することができます。

チャット・メッセージとプロジェクト・
メッセージのフィルタリング

特定のキー・ワードを使用してチャット・メッセージや
プロジェクト・メッセージをフィルタリングすることに
より、現在のチャットや過去のチャットで行った会話の
内容をすばやく検索することができます。

チャット・メッセージやプロジェクト・メッセージをフィルタ
リングするには：

1 アーティスト・チャット・ウィンドウの左上隅にある
検索フィールドに、メッセージをフィルタリングする
ためのキー・ワードを入力します。「ピアノ」や
「telfunken u-47」などをキー・ワードとして入力す
ることも、他の参加者の名前をキー・ワードとして入
力することもできます。

2 Returnキー（Macの場合）またはEnterキー（Windows
の場合）を押して、フィルタリングの結果を表示し
ます。

絵文字と記譜のパネル

テキスト・チャット・フィールドの右端には絵文字アイ
コンがあります。このアイコンをクリックすると、絵文
字と記譜のペインが表示されます。このペインで、チャッ
トに追加する絵文字や記譜を選択することができます。

絵文字や記譜をチャットに追加するには：

1 テキスト・チャット・フィールドの右端にある絵文字
アイコンをクリックします。

2 絵文字と記譜のペインの上部にある絵文字アイコン
をクリックすると、使用可能なすべての絵文字が表示
されます。同様に、8分音符アイコンをクリックす
ると、使用可能なすべての記譜が表示され、コード・
アイコンをクリックすると、使用可能なすべてのコー
ド記号が表示されます。

編集するメッセージを右クリック

鉛筆アイコンが表示された編集済みメッセージ

メッセージをフィルタリングするためのキー・ワードを入力
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3 チャットに追加したい絵文字、記譜、またはコード記
号を選択します。

プロジェクト・リストまたはチャット・リ
ストでアイテムのピン留めやピンの解除を
行う

連絡先ユーザーの登録や他のユーザーとのコラボレー
ションなど、プロジェクトでさまざまな作業を行うと、プ
ロジェクト・リストとチャット・リストが長くなること
があります。Pro Toolsでは、これらのリストの先頭にア
イテムをピン留めすることができます。ピン留めする必
要がなくなったら、ピン留めを解除することもできます。

プロジェクトまたはチャット・スレッドをピン留めするには：

1 リストの先頭にピン留めしたいプロジェクトまたは
チャットを右クリックします。

2 ［ピン］（Pin）を選択します。

3 選択したプロジェクトまたはチャットがリストの先
頭に移動します。

プロジェクトまたはチャット・スレッドのピン留めを解除する
には：

1 ピン留めを解除したいプロジェクトまたはチャット
を右クリックします。

2 ［ピンを解除］（Unpin）を選択します。

3 選択したプロジェクトまたはチャットがリスト内の
元の位置に移動します。

絵文字ペイン

記譜ペイン

コード記号ペイン

チャット・スレッドをピン留め

チャット・スレッドのピン留めを解除
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アーティスト・チャットのオフラインとオ
ンラインを切り替える

アーティスト・チャットをオフラインにすると、チャッ
ト中に通知やメッセージを受信しなくなります。アー
ティスト・チャットがオフラインになっている場合は、
インターネットに接続していても接続していなくてもか
まいません。アーティスト・チャットがオフラインになっ
ている間は、自分宛てのチャット・メッセージを受信す
ることはできますが、アーティスト・チャットをオンラ
インに戻すまで、それらのメッセージはクラウド上の
キューに保存されたままになります。アーティスト・
チャットをオンラインに戻すと、オフライン中に受信し
た通知やチャット・メッセージを表示し、通知やチャッ
ト・メッセージを送信できるようになります。

アーティスト・チャットをオフラインにするには：

1 Pro Toolsを起動し、Avidマスター・アカウントの資
格情報を使用してサインインします。

2 ［ウィンドウ］（Window）>［アーティスト・チャット］
（Artist Chat）を選択してアーティスト・チャット・
ウィンドウを開きます。

3 アーティスト・チャット・ウィンドウの右上隅にある
アバター・アイコンをクリックし、メニューで［オフ
ライン］（Offline）を選択します。

アーティスト・チャットがオフラインになると、アバ
ター・アイコンに白い点が表示されます。オフライン中
もアカウントにサインインしたままになりますが、通知
やチャット・メッセージを受信することなく、プロジェ
クトで作業を行うことができます。

4 アーティスト・チャットをオンラインに戻す場合は、
アバター・アイコンをクリックし、メニューで［オン
ライン］（Online）を選択します。

アーティスト・チャットがオンラインになると、アバ
ター・アイコンに緑色の点が表示され、通知の送受信や、
他の参加者とのチャットを行うことができるようになり
ます。

［オフライン］（Offline）を選択

［オンライン］（Online）を選択
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第5章：トラックのコラボレーション

プロジェクトの共有とコラボレーション

Pro Toolsでは、プロジェクトをクラウドにアップロード
し、同じプロジェクト上で他のユーザーとトラック単位
でコラボレーションを行うことができます。その際、手
動でプロジェクトを共有する必要はなく、クラウド・ス
トレージを使用するだけで、プロジェクトとそれに関連
するすべてのメディアをオンラインでバックアップする
ことができます。オンライン・プロジェクトで作業を行
う場合に最も便利な点は、他のユーザーとコラボレー
ションを行うことができるという点です。ダッシュボー
ドを使用してプロジェクトを作成し、アーティスト・
チャットの設定でアーティスト・プロファイルを作成す
ると、他のPro Toolsユーザーを検索し、プロジェクト
に招待してコラボレーションを行うことができるように
なります。同様に、他のユーザーが作成したプロジェク
トを共有してコラボレーションを行うこともできます。

初めてプロジェクトを共有してコラボレーションを行う
場合は、新しいプロジェクトを最初から作成するよりも、
既存のセッションを使用することをお勧めします。その
場合、作業を行う既存のセッションを開き、［コピーを
保存］（Save Copy In）コマンドを使用して、そのセッ
ションとそれに関連するメディアを保存します（詳しくは、
13ページの「セッションをプロジェクトとして保存する」
を参照してください）。

共有される項目

プロジェクトを共有すると、多くのプロジェクト・データ、
メディア、トラック・データ、コンダクター・ルーラーが
共有されます。一部の項目については、継続的に共有さ
れます。それらの項目は、いつでも編集、ポスト、ダウ
ンロードを行うことができます。サンプル・レート、ビッ
ト・デプス、オーディオ・ファイルの形式など、プロジェ
クトの各種要素は、そのプロジェクトを初めてアップ
ロードまたはダウンロードしたときに共有されます。その
他のプロジェクト・データは共有されません。

継続的に共有される項目

以下に示す項目は、プロジェクトに参加しているすべて
のユーザー間で継続的に共有されます。

トラックとルーラー

トラック

• オーディオ・トラック、MIDI トラック、インストゥ
ルメント・トラック、マスターフェーダートラック

• メイン・プレイリスト
• 代替プレイリスト
• プレイリストに関連付けられたクリップ
• クリップ・ゲイン
• クリップの色
• クリップのエラスティック・オーディオ・プロパティ
• クリップに関連付けられているメディア
• トラックの色
• ボリューム・オートメーション設定
• パン・オートメーション設定
• ミュート・オートメーション設定
• プラグイン・アサイン

プロジェクトの作成方法、開始方法、保存方法
などについては、第3章「Pro Toolsのプロジェ
クト」を参照してください。アーティスト・
チャット・ウィンドウを使用して他のユーザー
をプロジェクトに招待してコラボレーションを
行う方法については、第4章「アーティスト・
チャット・ウィンドウ」を参照してください。
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• プラグイン設定とオートメーション
• サイドチェーン・アサイン
• HWインサート・アサイン
• トラックのメタデータ
• トラックの I/Oアサイン

ルーラー

• マーカー（特定のマーカー）
• テンポ・ルーラー
• メーター
• キー
• コード

オートメーション・モード・セレクター

トラックのオートメーション・モード・セレクターは継
続的に共有されますが、変更するたびに更新用のプロン
プトが表示されるわけではありません。

［読み込み］（Read）モードと［無し］（None）モードは
継続的に共有されますが、［書き込み］（Write）モード
は継続的に共有されることはありません（これが原因で、
プロジェクトに参加している他のユーザーで問題が発生
することがあります）。

I/O設定
新しいプロジェクトは、そのプロジェクトの所有者から
バス設定とともに受信します。新しいプロジェクトに対
して、コラボレーション・ユーザーのシステム上に存在
するすべてのバスが消去されます。

受信したバスは、標準の I/O設定マッピング・ロジック
に従って動作します。マップされた出力バスは、「ID +
割り当てられたモニター・パス（存在する場合）+トラッ
クの名前とチャンネル・フォーマット」という形式の固
有の IDを検索します。固有の IDが見つからない場合、
バスはコラボレーション・ユーザーのシステムにはマッ
プされず、ユーザーがプロジェクトを受信して初めて開
いたときに、プロジェクト・ノートを使用してバスが通
知されます。その場合、これらのバスを手動で再マップ
しなければならないことがあります。

プロジェクトを初めてダウンロードしたとき
にのみ共有される項目

プロジェクト・レベル
• サンプル・レート
• ビット・デプス
• ファイル・フォーマット
• インターリーブ・オーディオ・ファイル・オプション
（有効または無効）

• プロジェクト開始時刻
• プロジェクトの長さ
• タイムコード・レート
• フィート+フレーム・レート
• タイムコード2レート
• テンポ・トラックの状態（テンポ・トラックに従うか
どうか）

• パン・デプス
• トラック・レベル
• トラックの入出力のアサイン
• トラック・ボイスのアサイン

トラックと更新の送受信

プロジェクトの他の参加者に対して更新の送受信を行う
には、トラックを共有する必要があります。共有されて
いないトラックは、ローカル・システム上でのみ使用す
ることができます。プロジェクトの他の参加者によるト
ラックの変更を禁止したい場合や、ミックス全体ではな
くフル・ミックスのミックスダウンだけを共有したい場
合は、トラックを共有しない方が便利なことがあります
（作業時間とストレージ・スペースの節約にもなります）。

1人以上のユーザーとトラックを共有すると、トラック・
リスト内でそのトラックが［ダウンロード可能］
（available for download）として表示されます。
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共有されない項目

以下に示す項目は、プロジェクト内では共有されません。

• ミックス・グループと編集グループ
• クリップ・グループ
• VCAトラック
• HEAT設定
• ビデオ

プロジェクトの所有権

プロジェクトを作成し、他のユーザーをそのプロジェク
トに招待したユーザーが、そのプロジェクトの所有者に
なります。共有プロジェクトにポストされたすべてのメ
ディアは、そのプロジェクトの所有者に割り当てられ
たストレージに対してのみカウントされます。そのため、
プロジェクト所有者のストレージに負荷がかからないよ
うに、すべての参加者がアーティスト・チャット・ウィン
ドウを使用してコミュニケーションをとり、プロジェクト
にポストするメディアの量を管理する必要があります。
プロジェクトでのコラボレーションにユーザーを招待し
たり、プロジェクトからユーザーを削除したりできるのは、
そのプロジェクトの所有者だけです。プロジェクト所有
者がプロジェクトを削除すると、すべての参加者につい
てそのプロジェクトが削除されます。プロジェクトの所
有者ではないユーザーがプロジェクトを削除しても、その
ユーザーがプロジェクトから退出するだけで、他の参加
者は引き続きそのプロジェクト上でコラボレーションを
行うことができます。

トラックの所有権とトラック・データの競合

プロジェクトに参加しているすべてのユーザーが、トラッ
クを所有することができます。たとえば、別のユーザー
が所有しているトラックの所有権をリクエストできるだ
けでなく、そのトラックの所有権を引き継ぐこともでき
ます。その際、トラックの所有者からあらかじめ所有権
を付与してもらう必要はありません。

共有トラックを所有しているユーザーがいない場合、その
トラック上で複数のユーザーが作業を行うことができ
ます。その場合、トラック・データで競合が発生する可
能性があります。そのため、プロジェクトに参加してい
るすべてのユーザー間で緊密にコミュニケーションをと
ることが重要になります。詳しくは、43ページの「トラッ
クの所有権」を参照してください。

編集ウィンドウのトラック・コラボレー
ション・ツール

編集ウィンドウのツールバーには、グローバル・トラッ
ク・コラボレーション・ツールが用意されています。

編集ウィンドウのツールバーでトラック・コラボレーション・ツー
ルの表示と非表示を切り替えるには、以下のいずれかを行います：

 ［ビュー］（View）>［トラック・コラボレーション］（Track
Collaboration）を選択（または選択解除）します。

 編集ウィンドウのメニューで［トラック・コラボレー
ション］（Track Collaboration）を選択（または選択
解除）します。

編集ウィンドウのビュー・セレクターでトラック・コラボレー
ション・ビューを選択
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トランスポート・ウィンドウのトラック・
コラボレーション・ツール

編集ウィンドウと同様に、トランスポート・ウィンドウ
にも、グローバル・トラック・コラボレーション・ツー
ルが用意されています。これらのツールとその設定は、
編集ウィンドウのツールバーとトランスポート・ウィン
ドウの両方でそれぞれ同じです。

トランスポート・ウィンドウでトラック・コラボレーション・
ツールの表示と非表示を切り替えるには：

 以下のいずれかを行います。

•［ビュー］（View）>［トラック・コラボレーション］（Track
Collaboration）を選択（または選択解除）します。

• トランスポート・ウィンドウのメニューで［トラック・
コラボレーション］（Track Collaboration）を選択（ま
たは選択解除）します。

グローバル・トラック・コラボレーション・
ツール

グローバル・トラック・コラボレーション・ツールでは、
すべての共有トラック・データについて、基本的なポス
ト操作と受信操作を行うことができます。トラック単位
でコラボレーションを行うためのツールについては、
41ページの「トラック・コラボレーションの各種コント
ロール」を参照してください。

ユーザーの招待

［ユーザーの招待］（Invite User）ボタンをクリックして
アーティスト・チャット・ウィンドウを開き、1人以上
の連絡先ユーザーをプロジェクトに招待します（24ペー
ジの「連絡先ユーザーをコラボレーションに招待する」
を参照）。

トランスポート・ウィンドウのメニューでトラック・コラボレー
ション・ビューを選択

トランスポート・ウィンドウのトラック・コラボレーション・
ビュー（上はビューを展開した状態、下はビューを折りたたん
だ状態）

編集ウィンドウのツールバーのトラック・コラボレーション・
ツール

ユーザーの招待

新たな変更点をすべてアップロード

新たな変更点をすべてダウンロード

共有トラックを
すべてダウンロード

トラック所有権
リクエスト

アーティスト・
チャットを表示

自動的にアップロード、ダウンロード
またはすべてダウンロード

クラウド・

使用率
ストレージの
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アーティスト・チャットの表示

［アーティストチャットを表示］（Show Artist Chat）ボタ
ンをクリックしてアーティスト・チャット・ウィンドウを
開きます（第4章「アーティスト・チャット・ウィンドウ」
を参照）。プロジェクト・チャットに参加している他の
ユーザーからメッセージを受信すると、［アーティスト
チャットを表示］（Show Artist Chat）ボタンが緑色にな
ります。

トラック所有権のリクエスト

自分が所有しているトラックの所有権を他のユーザーが
リクエストした場合、［トラック所有権リクエスト］
（Ownership Request）インジケータがオレンジ色にな
ります。

該当するトラックの［トラックの所有権］（Track
Ownership）コントロールもハイライト表示され、［リク
エスト済みの所有権］（Ownership Requested）という
テキストが表示されます。

プロジェクトで多数のトラックを使用している場合、どの
トラックについて所有権がリクエストされているのかす
ぐにはわからないことがあります。その場合は、［トラック
所有権リクエスト］（Track Ownership Request）イン
ジケータをクリックすると、リクエストされたトラック

だけが編集ウィンドウに表示されます。［トラック所有権
リクエスト］（Track Ownership Request）インジケー
タが青で表示され、リクエストされたトラックを除くす
べてのトラックが非表示になります。

［トラック所有権リクエスト］（Track Ownership Request）
インジケータをもう一度クリックすると、プロジェクト
内のすべてのトラックが表示されます。

トラックの所有権をリクエストしているユーザーの場合、
［トラックの所有権］（Track Ownership）コントロール
もハイライト表示され、［保留中の所有権］（Ownership
Pending）というテキストが表示されます。トラックの
所有権をリクエストしているユーザーの名前は、［トラッ
クの所有権］（Track Ownership）コントロールに表示さ
れます。

トラックの所有権をリクエストしたユーザーは、強制的
に所有権を自分に移行することができますが、所有権の
移行が拒否されることもあります。リクエストされたト
ラックを所有しているユーザーは、リクエストに応じて
所有権を他のユーザーに移行することも、リクエストを
拒否することもできます。詳しくは、43ページの「トラッ
クの所有権」を参照してください。

トラック所有権のリクエスト

トラック所有権のリクエスト

リクエストされたトラックだけを表示

リクエストしたトラックの所有権が保留中になっている状態
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新しい変更内容をすべてアップロード

いずれかの共有トラックを変更すると同時に、［トラック
の変更をアップロード］（Upload Track Changes）コン
トロールと［新たな変更点をすべてアップロード］
（Upload All New Changes）ボタンが緑色になります。
緑色で表示されている［新たな変更点をすべてアップ
ロード］（Upload All New Changes）ボタンをクリッ
クすると、最後にすべての変更内容をアップロードした
後でプロジェクト内の共有トラックに対して行った新し
い変更内容がすべてアップロードされます。プロジェク
トでの作業が忙しいために変更内容を個別にアップロー
ドするのが面倒な場合は、この機能を使用してすべての
変更内容をまとめてアップロードすると便利です。

共有トラックに対して行った変更内容を他のユーザーと
共有したくない場合は、［新たな変更点をすべてアップ
ロード］（Upload All New Changes）ボタンを右クリッ
クして［変更を破棄］（Abandon Changes）を選択します。
［新たな変更点をすべてアップロード］（Upload All
New Changes）ボタンのハイライト表示が解除され、変
更を行う直前のプロジェクトの状態に戻ります。

新しい変更内容をすべてダウンロード

いずれかのユーザーが共有トラックを変更すると同時に、
そのユーザーの［トラックの変更をアップロード］（Upload
Track Changes）コントロールが緑色になります。この
ユーザーが変更内容をアップロードすると、そのトラッ
クを共有しているすべてのユーザーの［新たな変更点を
すべてダウンロード］（Upload All New Changes）ボ
タンが緑色になります。緑色で表示されている［新たな
変更点をすべてダウンロード］（Download All New
Changes）ボタンをクリックすると、最後にすべての変
更内容をダウンロードした後でプロジェクト内の共有ト
ラックに対して他のユーザーが行った新しい変更内容が
すべてダウンロードされます。変更内容を個別にダウン
ロードするのが面倒な場合は、この機能を使用してすべ
ての変更内容をまとめてクラウドからダウンロードする
と便利です。

他のユーザーが行った共有トラックに対する変更内容を
共有したくない場合は、［新たな変更点をすべてダウン
ロード］（Download All New Changes）ボタンを右ク
リックして［変更点を無視］（Ignore Changes）を選択
します。［新たな変更点をすべてダウンロード］（Upload
All New Changes）ボタンのハイライト表示が解除され、
変更内容はダウンロードされません。

共有トラックをすべてダウンロード

通常は、共有トラックが使用されているプロジェクトに初
めて参加すると、［共有トラックをすべてダウンロード］
（Download All Shared Tracks）ボタンが緑色で表示さ
れます。その場合は、プロジェクトでの作業を開始する
前に、［共有トラックをすべてダウンロード］（Download
All Shared Tracks）ボタンをクリックして、プロジェク
ト内の共有トラックをすべてダウンロードしてください。
すべてのコラボレーション・トランザクション・アクティ
ビティと同様に、タスク・マネージャ・ウィンドウ（［ウィ
ンドウ］（Window）>［タスクマネージャ］（Task
Manager）を選択）でダウンロードの進行状況を確認す
ることができます。いずれかのユーザーが新しいトラッ
クを作成して共有すると、［共有トラックをすべてダウン
ロード］（Download All Shared Tracks）ボタンがまた
緑色になります。共有を解除したトラックをもう一度共
有した場合、［共有トラックをすべてダウンロード］
（Download All Shared Tracks）ボタンは緑色にはなり
ません。

自動アップロードが有効になっている状態

自動アップロードが有効になっている状態
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すべての新しい変更内容のアップロード、すべ
ての変更内容のダウンロード、すべての共有ト
ラックのダウンロードを自動的に実行

［新たな変更点をすべてアップロード］（Upload All New
Changes）ボタン、［新たな変更点をすべてダウンロード］
（Download All New Changes）ボタン、［共有トラック
をすべてダウンロード］（Download All Shared Tracks）
ボタンの真下にある［オート］（Auto）ボタンを有効にす
ると、対応する変更が発生した場合に、該当の処理が自
動的に実行されます。たとえば、自分で行った変更はそ
の都度自動的にアップロードし、他のユーザーが行った
変更は自動的にダウンロードしたくないという場合は、
［新たな変更点をすべてアップロード］（Upload All
New Changes）の［オート］（Auto）ボタンを有効にし、
［新たな変更点をすべてダウンロード］（Download All
New Changes）と［共有トラックをすべてダウンロード］
（Download All Shared Tracks）の［オート］（Auto）ボ
タンを無効にします。1つ以上の共有トラックが変更され
るたびに、対応するボタンが点滅して自動的に有効にな
ります。

クラウド・ストレージの使用量メーター

クラウド・ストレージの使用量メーターには、プロジェ
クト所有者のアカウントで使用されているクラウド・ス
トレージの使用量が表示されます。このメーターにマウ
ス・カーソルを置くと、プロジェクト所有者のストレー
ジ領域がプロジェクトでどれくらい使用されているかを
示すツールチップが表示されます。このツールチップを
表示するには、Pro Toolsの表示初期設定で［詳細ツール
チップ］（Details Tool Tip）オプションを有効にする必
要があります。

プロジェクト所有者の表示画面

プロジェクト所有者は、メーターのレベルが上下する状
態を確認することができます。クラウド・アカウントに
追加のメディアがポストされるとメーターのレベルが上
がり、削除されるとメーターのレベルが下がります。ツー
ルチップには、クラウド・アカウントで現在使用されて
いるストレージの量（パーセンテージと、実際の使用量
の両方）と、アカウントに割り当てられている合計のス
トレージ量が表示されます。

プロジェクト参加者の表示画面

プロジェクトの参加者の場合、メーター・レベルは表示
されず、プロジェクト所有者のクラウド・ストレージの
使用量だけが表示されます。

［新たな変更点をすべてアップロード］（Upload All New
Changes）の［オート］（Auto）ボタンを有効にした状態

プロジェクト所有者に対して表示されるクラウド・ストレージ・
メーターとツールチップ

プロジェクト参加者に対して表示されるクラウド・ストレージ・
メーターとツールチップ
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編集ウィンドウとミックス・ウィンドウの
トラック・コラボレーション・コントロール

トラック・コラボレーションの各種コントロールは、編集
ウィンドウとミックス・ウィンドウの両方で、表示と非
表示を個別に切り替えることができます。編集ウィンド
ウでは、すべてのトラック・ビューとルーラー・ビュー
の左端の列にこれらのコントロールが表示されます。
ミックス・ウィンドウでは、［センド］（Sends）セレク
ターと I/Oセレクターの間にこれらのコントロールが表
示されます。特定のトラックについてこれらのコント
ロールを変更した場合、編集ウィンドウとミックス・ウィ
ンドウのどちらで変更したかにかかわらず、同じ変更内
容が両方のウィンドウに反映されます。

編集ウィンドウでトラック・コラボレーション・コントロール
の表示と非表示を切り替えるには、以下のいずれかを行います：

 ［ビュー］（View）>［編集ウィンドウビュー］（Edit
Window Views）>［トラックコラボレーション］（Track
Collaboration）を選択（または選択解除）します。

 編集ウィンドウ・ビュー・セレクターで、［トラックコ
ラボレーション］（Track Collaboration）を有効（また
は無効）にします。

ミックス・ウィンドウでトラック・コラボレーション・コント
ロールの表示と非表示を切り替えるには、以下のいずれかを行
います：

 ［ビュー］（View）>［ミックスウィンドウビュー］（Mix
Window Views）>［トラックコラボレーション］（Track
Collaboration）を選択（または選択解除）します。

 ミックス・ウィンドウ・ビュー・セレクターで、［トラッ
クコラボレーション］（Track Collaboration）を有効
（または無効）にします。

編集ウィンドウでトラック・コラボレーション・ビューを選択

編集ウィンドウのトラック・コラボレーション・ビュー

ミックス・ビューでトラック・コラボレーション・ビューを選択

ミックス・ビューでトラック・コラボレーション・ビューを選択
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トラック・コラボレーションの各種コント
ロール

編集ウィンドウとミックス・ウィンドウのトラック・コラ
ボレーション・コントロールは、トラック単位でどちら
も同じ内容になります。これらのコントロールを使用す
ると、トラックの共有、トラックの所有権の取得と放棄、
トラックに対する変更のアップロードとダウンロードを
行うことができます。

トラックの共有

プロジェクト内の他のユーザーとトラックを共有する
には、トラック共有コントロールを有効にします。トラッ
クを共有すると、トラック共有アイコンが青で表示され
ます。トラックが共有されていない場合は、このアイコ
ンがグレーで表示されます。トラックをクラウドにアップ
ロードし、プロジェクトのクラウド・コピーからそのト
ラックをダウンロードした場合、プロジェクトに参加して
いるすべてのユーザーが、そのトラックの共有や共有の解
除を行うことができます。プロジェクトに参加しているす
べてのユーザーが、新しいトラックを作成し、自分専用の
プロジェクトのローカル・コピーにそのトラックを保存
することができます。こうして保存したトラックは、他の
ユーザーと共有されることはありません。

トラック共有インジケータ

トラックの共有には、3つの状態が存在します。最もわか
りやすいのは、そのトラックが共有されているかどうか
を示すインジケータです。プロジェクトのローカル・コ
ピーにトラックが保存されている場合、任意のトラック
共有コントロールをクリックして、そのトラックの共有
と共有解除を行うことができます。

トラックが共有されていない場合は、トラック共有イン
ジケータがグレーで表示されます。トラックが共有され
ていない場合、トラック・コラボレーションの他のコン
トロールは使用できません。プロジェクト内で共有され
ていないトラックは、自分専用のトラックとして保存す
ることができます。多くの場合、プロジェクト内のすべ
てのプロジェクトを共有する必要はありません。他の
ユーザーがトラックを変更する場合に備えて、トラック
を参照用として複製することをお勧めします。または、
ミックス全体を共有するのではなく、ミックスダウンし
たトラックだけを他のユーザーの参照用として共有する
こともできます。

トラックを共有すると、トラック共有アイコンが青で表示
されます。共有されているトラックは、すべてのユーザー
が所有権を取得したり変更したりすることができます。

ただし、別のユーザーが共有トラックを削除すると、トラッ
ク共有コントロールが赤で表示されます。その場合、その
トラックの共有を解除してプロジェクトのローカル・コ
ピーに保存することも、そのまま削除することもできます。

編集ビューのトラック・コラボレーション・ビュー

トラックの所有者

トラックの共有

トラックの変更をアップロード

トラックの変更をダウンロード トラックの共有状態を示すインジケータ

トラックが
共有されている

トラックが
共有されていない

別のユーザーが
共有トラックを削除
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トラックの変更をアップロード

いずれかのユーザーが共有トラックに対して「共有可能な」
変更を行うと、そのユーザーがそのトラックの所有権を
一時的に取得し、そのトラックの［トラックの変更をアッ
プロード］（Upload Track Changes）コントロールが緑
色で表示されます。そのユーザーが［トラックの変更を
アップロード］（Upload Track Changes）コントロール
をクリックすると、トラックの変更内容がプロジェクトの
クラウド・コピーにアップロードされます。他のユーザー
のプロジェクトのローカル・コピーで、そのトラックの
［トラックの変更をダウンロード］（Download Track
Changes）コントロールが緑色で表示され、変更をダウ
ンロードするかどうかを選択することができます。

［トラックの変更をアップロード］コントロール
の右クリック・メニュー

［トラックの変更をアップロード］（Upload Track
Changes）コントロールの右クリック・メニューには、
以下に示す追加のオプションが用意されています。

アップロード

［アップロード］（Upload）コマンドを実行すると、緑色
の［トラックの変更をアップロード］（Upload Track
Changes）コントロールをクリックした場合と同様に、
トラックに対するすべての変更内容がプロジェクトのク
ラウド・コピーにアップロードされます。

変更を破棄

［変更を破棄］（Abandon Changes）コマンドを実行す
ると、アップロードされた変更が消去され、変更を行う
前の状態にトラックがリセットされます。

手動アップロードのみ

［手動アップロードのみ］（Manual Uploads Only）オプ
ションを有効にすると、トラックに対するすべての変更
内容を自動的にアップロードするための［新たな変更点
をすべてアップロード］（Upload All New Changes）ボ
タンが無効になります。対象となるトラックの［トラック
の変更をアップロード］（Upload Track Changes）をク
リックした場合のみ、変更内容がアップロードされます。
このオプションを無効にすると、［新たな変更点をすべて
アップロード］（Upload All New Changes）ボタンを
使用して、トラックに対する変更内容を自動的にアップ
ロードできるようになります。

フリーズ状態で共有

［フリーズ状態で共有］（Share as Frozen）オプションは、
自分が使用しているプラグインを他のユーザーが持って
いない場合に選択すると、特に便利です。このオプショ
ンにより、自分が使用しているプラグインを他のユー
ザーが持っていない場合でも、自分が編集したトラックを
他のユーザーが聞くことができるようになります。トラッ
クがフリーズ状態で共有されている場合は、［トラックの
変更をアップロード］（Upload Track Changes）コント
ロール・アイコンが、通常とは少し異なるグラフィック
で表示されます。

フリーズされた共有トラックは、ダウンロード先のすべて
のシステムでフリーズされます。［フリーズ状態で共有］
（Shared as Frozen）オプションを使用してフリーズさ
れたトラックは、［オート］（Auto）モードから除外され
ることに注意してください。

強制的にトラックをアップロードするには、

Commandキー（Macの場合）またはControlキー
（Windowsの場合）を押しながら［トラックの変
更をダウンロード］（Upload Track Changes）コ
ントロールをクリックします。

［トラックの変更をアップロード］（Upload Track Changes）
コントロールの右クリック・メニュー

フリーズされたトラックの操作を示すインジケータ

フリーズ状態で
トラック

フリーズ状態で
トラック

フリーズ状態で
トラック

をアップロード をアップロード を共有
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トラックの変更をダウンロード

自分が所有していない共有トラックに対して、プロジェ
クトに参加しているいずれかのユーザーが「共有可能な」
変更を行ってプロジェクトのクラウド・コピーにアップ
ロードすると、［トラックの変更をダウンロード］
（Download Track Changes）コントロールが緑色にな
ります。この［トラックの変更をダウンロード］（Download
Track Changes）コントロールをクリックすると、トラッ
クに対する変更内容がプロジェクトのローカル・コピー
にダウンロードされます。

［トラックの変更をダウンロード］コントロール
の右クリック・メニュー

［トラックの変更をダウンロード］（Download Track
Changes）コントロールの右クリック・メニューには、以
下に示す追加のオプションが用意されています。

ダウンロード

［ダウンロード］（Download）コマンドを実行すると、緑色
の［トラックの変更をダウンロード］（Download Track
Changes）コントロールをクリックした場合と同様に、
トラックに対するすべての変更内容がプロジェクトのク
ラウド・コピーからダウンロードされます。

変更点を無視

［変更点を無視］（Ignore Changes）コマンドを選択す
ると、プロジェクトのクラウド・コピー内の対象トラッ
クに対するすべての変更が破棄され、現行バージョンの
トラックがそのまま使用されます。

手動ダウンロードのみ

［手動アップロードのみ］（Manual Uploads Only）オプ
ションを有効にすると、対象トラックのクラウド・コピー
からすべての変更内容を自動的にダウンロードするため
の［新たな変更点をすべてダウンロード］（Download
All New Changes）ボタンが無効になります。このオプ
ションが有効になっている状態でプロジェクトのクラウ
ド・コピーからトラックの変更内容をダウンロードするに
は、緑色の［トラックの変更をダウンロード］（Download
Track Changes）コントロールをクリックする必要があ
ります。このオプションを無効にすると、［新たな変更点
をすべてダウンロード］（Download All New Changes）
ボタンを使用して、トラックに対する変更内容を自動的
にダウンロードできるようになります。

トラックの所有権

［トラックの所有権］（Track Ownership）コントロール
を使用すると、共有トラックの所有権の取得、放棄、リク
エストを行うことができます。また、トラックを現在所
有しているユーザーを確認することもできます。共有ト
ラックの所有権には制限がないことに注意する必要があ
ります。所有者がいないトラックは、複数のユーザーが
同時に編集できるため、プロジェクトのクラウド・コピー
と各ユーザーのローカル・コピーとの間で編集内容の競
合が発生する可能性があります。

［トラックの変更をアップロード］（Upload Track
Changes）コントロールまたは［トラックの変更をダウ
ンロード］（Download Track Changes）コントロール
が黄色で表示されている場合は、プロジェクトのクラウ
ド・コピーと各ユーザーのローカル・コピーとの間で編
集内容の競合が発生しています。［トラックの変更をアッ
プロード］（Upload Track Changes）コントロールが黄
色で表示されている場合でも、このコントロールをク
リックすると、変更内容をアップロードしてトラックの
クラウド・コピーを上書きすることができます。［トラッ
クの変更をダウンロード］（Download Track Changes）
コントロールが黄色で表示されている場合でも、このコ
ントロールをクリックすると、クラウドから変更内容を
ダウンロードしてトラックのローカル・コピーを上書き
することができます。

トラックに対する変更内容をダウンロードする
前に、そのトラックの複製を作成し、自分専用のト
ラックとして保存することをお勧めします。こうす
ることにより、いつでも元のトラックを参照する
ことができます。

［トラックの変更をダウンロード］（Download Track Changes）
コントロールの右クリック・メニュー
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所有者がいない共有トラック

共有トラックを所有しているユーザーがいない場合、
［トラックの所有権］（Track Ownership）コントロール
がグレーで表示されます。所有者がいない共有トラック
では、すべてのユーザーが自由に作業を行うことができ
ます。

トラックの所有権を取得するには、そのトラックを変更
するか（トラックを変更すると、そのトラックの一時的
な所有権を自動的に取得することになります）、［トラッ
クの所有権］（Track Ownership）コントロールをクリッ
クしてトラックの所有権を手動で取得します。トラックの
所有権を取得したユーザーの名前が、［トラックの所有権］
（Track Ownership）コントロールに表示されます。この
名前は、プロジェクトに参加しているすべてのユーザー
に対して表示されます。自分がトラックを所有している
場合は［トラックの所有権］（Track Ownership）コン
トロールが緑色で表示され、別のユーザーが所有してい
る場合はオレンジ色で表示されます。

所有権を自動的に取得

所有者のいないトラックに対して「共有可能な」変更を行っ
てそのトラックの所有権を自動的に取得すると、［トラッ
クの変更をアップロード］（Upload Track Changes）コ
ントロールが薄い緑色で表示され、［トラックの所有権］
（Track Ownership）コントロールに自分のユーザー名が
表示されます。他のすべてのユーザーについては、［トラッ
クの所有権］（Track Ownership）コントロールがオレ
ンジ色で表示されます。

所有権を手動で取得

［トラックの所有権］（Track Ownership）コントロール
をクリックしてトラックの所有権を手動で取得すると、
［トラックの所有権］（Track Ownership）コントロール
が緑色で表示され、自分のユーザー名が表示されます。
この場合、別のユーザーがトラックのローカル・コピー
を変更しても、トラックの所有権を取得することはでき
ません。

所有権のリクエスト

別のユーザーが所有しているトラックの所有権を取得す
るには、そのトラックに対して「共有可能な」変更を行
うか、プロジェクトのローカル・コピーでそのトラック
の［トラックの所有権］（Track Ownership）コントロー
ルをクリックして所有権の移行をリクエストする必要が
あります。

自分が所有しているトラックの所有権を別のユーザーが
リクエストした場合は、そのトラックの［トラックの所
有権］（Track Ownership）コントロールをクリックす
ると、トラックの所有権がそのユーザーに移行されます。

別のユーザーが所有しているトラック

別のユーザーが所有しているトラックの場合、そのユー
ザーの名前がオレンジ色の［トラックの所有権］（Track
Ownership）コントロールに表示されます。

所有者がいない共有トラック

トラックの所有権を自動的に取得

トラックの所有権を手動で取得

トラックの所有権のリクエスト

別のユーザーが所有しているトラック
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保留中の所有権

別のユーザーが所有しているトラックの所有権を取得する
には、そのトラックに対して「共有可能な」変更を行うか、
［トラックの所有権］（Track Ownership）コントロールを
クリックします。そのトラックの所有者に対して、所有権
移行のリクエストが発行されたことが通知され、リクエス
トが保留状態になります。トラックの所有者が所有権を放
棄すると、自分がそのトラックを所有することになります。

共有トラックに対する変更の競合

所有者のいない共有トラックの場合、複数のユーザーが
変更を行うことができます。その場合、自分が行った変
更内容をアップロードするまで、他のユーザーはそのト
ラックが変更されているということに気付きません。また、
他のユーザーもそのトラックを変更している可能性があ
ります。自分が行った変更内容をプロジェクトのクラウド・
コピーにアップロードすると、他のユーザーの［トラック
の変更をアップロード］（Upload Track Changes）コン
トロールが赤で表示されます。これは、トラックの変更
内容で競合が発生していることを示しています。

同様に、別のユーザーがトラックの変更内容をクラウド・
コピーにアップロードしているときにそのトラックを変更
すると、ダウンロード可能な変更内容があることが通知さ
れ、［トラックの変更をダウンロード］（Download Track
Changes）コントロールが赤で表示されます。この場合、
自分が行った変更内容がクラウドにアップロードされた
変更内容で上書きされることを示しています。

ルーラー・コラボレーションの各種コント
ロール

コンダクター・ルーラーには、トラック・コラボレーショ
ン・コントロールと同様の機能を持つルーラー・コラボ
レーション・コントロールが用意されています。各コンダ
クター・ルーラーには、専用のルーラー・コラボレーショ
ン・コントロール（テンポ、拍子、調、コード、マーカー）
が用意されています。これらのコントロールは、編集ウィ
ンドウ・ビューで［トラック・コラボレーション］（Track
Collaboration）を選択すると表示されます。

共有プロジェクト内のトラックは共有してもしなくても
かまいませんが、共有プロジェクト内のコンダクター・
ルーラーは、すべて必ず共有されることに注意してくだ
さい。

ルーラーの変更をアップロード

プロジェクトに参加しているいずれかのユーザーがコ
ンダクター・ルーラーに対して「共有可能な」変更を行
うと、［ルーラーの変更をアップロード］（Upload Ruler
Changes）コントロールが緑色で表示されます。このコン
トロールをクリックすると、ルーラーに対する変更がプロ
ジェクトのクラウド・コピーにアップロードされます。

保留状態の所有権のリクエスト

ローカルのトラックに対する変更とクラウドのトラックに対す
る変更で競合が発生

クラウドのトラックに対する変更とローカルのトラックに対す
る変更で競合が発生

ルーラー・コラボレーションの各種コントロール

ルーラーの所有者

ルーラーの変更をダウンロード

ルーラーの変更をアップロード
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［ルーラーの変更をアップロード］コントロール
の右クリック・メニュー

［ルーラーの変更をアップロード］（Upload Ruler
Changes）コントロールの右クリック・メニューには、
［トラックの変更をアップロード］（Upload Track
Changes）コントロールの右クリック・メニューと同様
のオプションが用意されています。

アップロード

［アップロード］（Upload）コマンドを実行すると、緑色
の［ルーラーの変更をアップロード］（Upload Ruler
Changes）コントロールをクリックした場合と同様に、
ルーラーに対するすべての変更内容がプロジェクトのク
ラウド・コピーにアップロードされます。

変更を破棄

［変更を破棄］（Abandon Changes）コマンドを実行す
ると、アップロードされた変更が消去され、変更を行う
前の状態にコンダクター・ルーラーがリセットされます。

手動アップロードのみ

［手動アップロードのみ］（Manual Uploads Only）オプ
ションを有効にすると、コンダクター・ルーラーに対す
るすべての変更内容を自動的にアップロードするための
［新たな変更点をすべてアップロード］（Upload All
New Changes）ボタンが無効になります。［ルーラーの
変更をアップロード］（Upload Ruler Changes）をク
リックした場合のみ、変更内容がアップロードされます。
このオプションを無効にすると、［新たな変更点をすべて
アップロード］（Upload All New Changes）ボタンを
使用して、コンダクター・ルーラーに対するすべての変
更内容を自動的にアップロードできるようになります。

ルーラーの変更をダウンロード

プロジェクトに参加しているいずれかのユーザーがコン
ダクター・ルーラーに対して「共有可能な」変更を行い、
その変更をプロジェクトのクラウド・コピーにアップロー
ドすると、他のすべてのユーザーについて、対応する［ルー
ラーの変更をダウンロード］（Download Ruler Changes）
コントロールが緑色で表示されます。［ルーラーの変更を
ダウンロード］（Download Ruler Changes）コントロー
ルをクリックすると、コンダクター・ルーラーの変更内
容が、プロジェクトのクラウド・コピーからユーザーの
ローカル・コピーにダウンロードされます。

［ルーラーの変更をダウンロード］コントロール
の右クリック・メニュー

［ルーラーの変更をダウンロード］（Download Ruler
Changes）コントロールの右クリック・メニューには、
［トラックの変更をダウンロード］（Download Track
Changes）コントロールの右クリック・メニューと同様
のオプションが用意されています。

ダウンロード

［ダウンロード］（Download）コマンドを実行すると、緑色
の［ルーラーの変更をダウンロード］（Download Ruler
Changes）コントロールをクリックした場合と同様に、
ルーラーに対するすべての変更内容がプロジェクトのク
ラウド・コピーからダウンロードされます。

変更点を無視

［変更点を無視］（Ignore Changes）コマンドを選択した
場合、プロジェクトのクラウド・コピーが変更されてい
るかどうかにかかわらず、現在のコンダクター・ルーラー
がそのまま使用されます。変更内容がダウンロードされ
ることはありません。

［ルーラーの変更をアップロード］（Upload Ruler Changes）
コントロールの右クリック・メニュー

［ルーラーの変更をダウンロード］（Download Ruler Changes）
コントロールの右クリック・メニュー
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手動ダウンロードのみ

［手動ダウンロードのみ］（Manual Downloads Only）オ
プションを有効にすると、対象のコンダクター・ルーラー
のクラウド・コピーからすべての変更内容を自動的にダ
ウンロードするための［新たな変更点をすべてダウン
ロード］（Download All New Changes）ボタンが無効
になります。対象ルーラーの［ルーラーの変更をダウン
ロード］（Download Ruler Changes）コントロールをク
リックした場合のみ、ルーラーの変更内容がクラウドから
ダウンロードされます。このオプションを無効にすると、
［新たな変更点をすべてダウンロード］（Download All
New Changes）ボタンを使用して、コンダクター・ルー
ラーに対するすべての変更内容を自動的にダウンロード
できるようになります。

コンダクター・ルーラーの所有権

［コンダクター・ルーラーの所有権］（Conductor Ruler
Ownership）コントロールを使用すると、コンダクター・
ルーラーの所有権の取得、放棄、リクエストを行うこと
ができます。また、コンダクター・ルーラーを現在所有
しているユーザーを確認することもできます。

所有者がいないコンダクター・ルーラー

所有者がいないコンダクター・ルーラーは、［コンダク
ター・ルーラーの所有権］（Conductor Ruler Ownership）
コントロールがグレーで表示され、すべてのユーザーが
自由に作業を行うことができます。

コンダクター・ルーラーの所有権を取得するには、そのルー
ラーを変更するか（ルーラーを変更すると、そのルーラー
の一時的な所有権を自動的に取得することになります）、
［コンダクター・ルーラーの所有権］（Conductor Ruler
Ownership）コントロールをクリックしてルーラーの所
有権を手動で取得します。ルーラーを所有しているユー
ザーの［コンダクター・ルーラーの所有権］（Conductor
Ruler Ownership）コントロールは、薄い緑色または緑
色で表示されます。他のすべてのユーザーについては、プ
ロジェクトのローカル・コピーで［コンダクター・ルー
ラーの所有権］（Conductor Ruler Ownership）コント
ロールが緑色で表示されます。

所有権を自動的に取得

所有者がいないコンダクター・ルーラーに対して「共有
可能な」変更を行ってそのルーラーの所有権を自動的に
取得すると、［ルーラーの変更をアップロード］（Upload
Ruler Changes）コントロールが薄い緑色で表示されます。

所有権を手動で取得

［コンダクター・ルーラーの所有権］（Conductor Ruler
Ownership）コントロールをクリックしてルーラーの所
有権を手動で取得すると、［コンダクター・ルーラーの所
有権］（Conductor Ruler Ownership）コントロールが
緑色で表示されます。この場合、別のユーザーがルーラー
のローカル・コピーに対して「共有可能な」変更を行っ
ても、ルーラーの所有権を取得することはできません。

所有権のリクエスト

別のユーザーが所有しているコンダクター・ルーラーの
所有権を取得するには、そのルーラーに対して「共有可
能な」変更を行うか、プロジェクトのローカル・コピー
でそのルーラーの［コンダクター・ルーラーの所有権］
（Conductor Ruler Ownership）コントロールをクリッ
クして所有権の移行をリクエストする必要があります。

自分が所有しているコンダクター・ルーラーの所有権を
別のユーザーがリクエストした場合は、そのルーラーの
［コンダクター・ルーラーの所有権］（Conductor Ruler）
コントロールをクリックすると、ルーラーの所有権がそ
のユーザーに移行されます。

所有者がいないコンダクター・ルーラー

コンダクター・ルーラーの所有権を自動的に取得

コンダクター・ルーラーの所有権を手動で取得

コンダクター・ルーラーの所有権のリクエスト
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別のユーザーが所有しているコンダクター・ルー
ラー

別のユーザーがコンダクター・ルーラーを所有している
場合、他のすべてのユーザーについては、［コンダクター・
ルーラーの所有権］（Conductor Ruler Ownership）コン
トロールがオレンジ色で表示されます。

保留中の所有権

別のユーザーが所有しているコンダクター・ルーラーの
所有権を取得するには、そのルーラーに対して「共有可
能な」変更を行うか、［コンダクタールーラーの所有権］
（Conductor Ruler Ownership）コントロールをクリッ
クします。そのルーラーの所有者に対して、所有権移行
のリクエストが発行されたことが通知され、リクエスト
が保留状態になります。コンダクター・ルーラーの所有
者が所有権を放棄すると、自分がそのルーラーを所有す
ることになります。

コラボレーションの初期設定

Pro Toolsには、プロジェクトでコラボレーションを行
うための一連の初期設定が用意されています。

コラボレーションの初期設定にアクセスするには：

1 ［設定］（Setup）>［初期設定］（Preferences）を選
択します。

2 ［コラボレーション］（Collaboration）タブをクリック
します。

3 必要な情報をコラボレーションの初期設定に入力し
て［OK］をクリックします。

新規トラックを共有（New Tracks Are Shared） こ
のオプションを有効にすると、新しく作成したトラック
が自動的に共有されます。

最初の招待で全トラックを共有（First Invite Shares
All Tracks） このオプションを有効にすると、他のユー
ザーを自分のプロジェクトに招待したときに、すべての
トラックが自動的に共有されます。

プロジェクト参加時にすべての共有トラックをダウン
ロード（Joining Project Downloads All Shared）
このオプションを有効にすると、自分がプロジェクトに
参加したときに、プロジェクト内のすべての共有トラッ
クが自動的にダウンロードされます。

トラックノートダイアログを有効にする（Enable
“Track Notes” Dialog） このオプションを有効にす
ると、プロジェクトを開くたびに、一致しない I/O設定
や存在しないプラグインなどの情報をレポートするト
ラック・ノード・ダイアログが表示されます。このオプ
ションを無効にすると、レポートする必要がある問題が
存在する場合であっても、トラック・ノート・ダイアロ
グは表示されません。

別のユーザーが所有しているコンダクター・ルーラー

保留状態の所有権のリクエスト
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第6章：その他の機能拡張

QuickTimeへのバウンス時にタイム
コード・トラックを置き換える

［ソースと同じ］オプションを選択して［タイムコードト
ラックを置き換える］（Replace Timecode Track）オプ
ションを有効にすると、セッション内で選択したタイム
コード範囲により、バウンスされたQuickTimeファイル
内のタイムコード・トラックが置き換えられます。ソー
ス・ビデオ・ファイル内にタイムコード・トラックが含
まれていない場合、バウンスされたQuickTimeファイル
にセッション内のタイムコード範囲が追加されます。

［ソースと同じ］（Same as Source）オプションを無効に
すると、［タイムコードトラックを置き換える］（Replace
Timecode Track）オプションが選択されているかどう
かにかかわらず、まったく新しいファイルが生成され、
セッション内で選択したタイムコード範囲が使用され
ます。

［タイムコードトラックを置き換える］（Replace Timecode
Track）オプションが有効になっている［QuickTimeにバウンス］
（Bounce to QuickTime）ダイアログ
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Avid Interplay が搭載された Pro
ToolsでのXDCAM AirSpeedワー
クフローのサポート

XDCAM AirSpeedのワークフローをサポートするため、
Transfer Engineの設定が［再生サーバーに送信］（Send
To Playback）オプションに追加されました。Transfer
Engineにより、送信されたシーケンスの転送先を選択す
ることができます。プロファイル用の適切な再生デバイス
を選択します。このリストには、Interplay Transfer
Engine、および個別に名付けられたAirSpeedとAirSpeed
Multi Streamサーバーで作成されたデバイスのプロファ
イルが含まれます。Interplay Administratorの Interplay
Transfer設定ビューで［再生サーバーに送信機能使用時に
個別のスタジオホストを表示する］（Show individual
studio hosts in Send to Playback choices)オプションを選
択した場合、このリストにはAirSpeed Studioの個別のデ
バイスも含まれることがあります。

AirSpeed Multi Streamサーバーを選択した場合、サー
バー名の付いた再生デバイスと、末尾に「-HD」を含む
サーバー名の付いた再生デバイスから選択できます。
HDデバイスはXDCAM-HD Long GOPメディアのみ
に使用できます。

XDCAM AirSpeedのワークフローを使
用する場合に必要なソフトウェア

XDCAM のワークフローで［再生サーバーに送信］
（Send to Playback）機能を使用するには、以下のソフ
トウェアが必要になります。

• Interplay Transfer
• Interplay Web Services
• Avid Production Services Engine（XDCAMワーク
フローを使用する場合のみ）

• Avid STP Encode（XDCAMワークフローを使用す
る場合のみ）

［エクスポートオプション］ダイアログで、XDCAM-HD Long
GOPメディア用のHDデバイスを選択
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第7章：Pro Tools 12.5.1の新機能

ダッシュボードを使用したプロジェクト・
コラボレーションの招待機能

ダッシュボードを使用して、プロジェクトへの招待を承
認したり拒否したりできるようになりました。別のユー
ザーからプロジェクトに招待されると、拒否アイコンと
承認アイコンとともに、そのプロジェクトがダッシュ
ボードのプロジェクト・リストに表示されます。

ダッシュボードでプロジェクトへの参加要求の拒否や承認を行
うには：

1 ダッシュボードで［プロジェクト］（Projects）タブを
選択します。招待されたプロジェクト名の右側に、承
認用のアイコンと拒否用のアイコンが表示されます。

2 以下のいずれかを行います。

• 承認アイコンをクリックしてプロジェクトに参加する。
• 拒否アイコンをクリックしてコラボレーションの招待
を拒否し、招待されたプロジェクトをプロジェクト・
リストから削除する。

アーティスト・チャット・ウィンドウでプ
ロジェクトを開く機能

アーティスト・チャット・ウィンドウのプロジェクト・リ
ストで、任意のプロジェクトを開くことができます。

アーティスト・チャット・ウィンドウでプロジェクトを開くには：

 プロジェクト・リストでプロジェクト・アイコンをダ
ブルクリックします。

プロジェクトへの参加要求が表示されたダッシュボード
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